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令和４年６月森町議会定例会会議録

１ 招 集 日 時 令和４年６月２３日（木） 午前９時３０分

２ 招 集 場 所 森町議会議事堂

３ 開会・開議 令和４年６月２３日（木） 午前９時３０分

４ 応 招 議 員

１番議員 増 田 恭 子 ２番議員 清 水 健 一

３番議員 佐 藤 明 孝 ４番議員 平 川 勇

５番議員 川 岸 和 花 子 ６番議員 岡 戸 章 夫

７番議員 加 藤 久 幸 ８番議員 中 根 信 一 郎

９番議員 筋 惠 治 10番議員 中 根 幸 男

11番議員 西 田 彰 12番議員 亀 澤 進

５ 不応招議員 なし

６ 出 席 議 員 応招議員に同じ

７ 欠 席 議 員 なし

８ 地方自治法第121条の規定に基づき議場に出席した者の職氏名

町 長 太 田 康 雄 副 町 長 村 松 弘

教 育 長 比 奈 地 敏 彦 総 務 課 長 村 松 成 弘

企画財政課長 佐 藤 嘉 彦 税 務 課 長 鳥 居 孝 文

福 祉 課 長 平 田 章 浩 健康こども課長 朝 比 奈 礼 子
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産 業 課 長 長 野 了 建 設 課 長 中 村 安 宏

学校教育課長 塩 澤 由 記 弥 社会教育課長 松 浦 博

９ 職務のため議場に出席した事務局職員の職氏名

議会事務局長 内 藤 豊 久 議 会 書 記 汐 澤 久 美 子

10 会議に付した事件

一般質問

＜議事の経過＞

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）出席議員が定足数に達しておりますので、

これから本日の会議を開きます。

発言の際には、マスクを着用して、着座のまま発言してくださ

い。

また、発言するとき、発言が終了したときにマイクボタンを押

すようにお願いします。

ここで、鳥居税務課長から発言を求められておりますので、こ

れを許します。

鳥居税務課長。

税務課長 （ 鳥 居 孝 文 君 ）税務課長の鳥居です。

６月13日、令和４年６月森町議会定例会において、議案第46号

「森町税条例等の一部を改正する条例について」の西田議員から

のご質問がありました、住宅借入金等特別控除が適用される要件

についてお答えします。

対象物件は、住宅の新築、増改築と中古住宅の取得がございま

す。

適用を受ける要件などは、贈与による取得、取得時において生

計を一にしており、取得後も引き続き生計を一にしている者から
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の取得については対象外となります。10年以上にわたり分割して

返済する方法になっている一定の借入金又は債務があること。ま

た、親族や知人からの借入金は対象外となります。床面積が50平

方メートル以上であり、床面積の２分の１以上が専ら自己の居住

の用に供されるものであること。新築又は取得の日から６か月以

内に居住の用に供し、適用を受ける各年の12月31日までに引き続

き住んでいること。特別控除を受ける年分の合計所得金額は、3,

000万円以下でありましたが、令和４年の税制改正により、合計

所得金額は2,000万円以下となっております。

中古住宅については、建築後使用されたものであり、耐震基準

に適合し、また、経過年数基準として、建物の主たる部分の構造

が、軽量鉄骨造を除いた鉄骨造、鉄骨コンクリート造、鉄骨鉄筋

コンクリート造、石造、レンガ造、コンクリートブロック造の耐

火建築物については、その取得の日以前25年以内、耐火建築物以

外の建物については、その取得の日以前20年以内に建築された建

物の取得が要件でありましたが、こちらも令和４年の税制改正に

より、経過年数基準の25年及び20年は廃止され、代わりに昭和57

年以降に建築された住宅を対象にすることとなっております。

また、新型コロナウイルス感染症の影響により入居要件の弾力

措置及び経済対策の一環として特例取得がありまして、新築の注

文住宅の場合は、令和２年10月１日から令和３年９月30日までに

契約が締結されたもの、分譲住宅、中古住宅の取得、増改築の場

合は、令和２年12月１日から令和３年11月30日までに契約が締結

されたものであり、令和３年１月１日から令和４年12月31日まで

の間に自己の居住の用に供した場合で、床面積が40平方メートル

以上50平方メートル未満であり、特別控除を受ける年分の合計所

得金額が1,000万円以下の者について対象となる要件がございま

したが、こちらも令和４年の税制改正により、合計所得金額が1,

000万円以下の者について、令和５年以前に建築確認を受けた新

築住宅の床面積が40平方メートル以上50平方メートル未満であれ
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ば、対象にすることとなっております。

なお、以前居住していた家屋を売却して譲渡益がある場合など

の譲渡所得控除と重複して適用可能かについてですが、譲渡所得

控除の居住用財産を譲渡した場合の長期譲渡所得の課税の特例、

居住用財産の譲渡所得の特別控除、特定の居住用財産の買換え等

の場合の長期譲渡所得の課税の特例の適用を、居住の用に供した

年とその前２年、後ろ３年の計６年間は受けていないことが住宅

借入金等特別控除の要件になります。

ご質問の説明については、以上でございます。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）ここで、鳥居税務課長は退場します。

それでは、日程に入ります。

日程第１、一般質問を行います。

通告の順番に発言を許します。

３番、佐藤明孝君。

登壇願います。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）３番、佐藤明孝です。

通告書記載のとおりの質問をさせていただきます。

学校跡地利活用の早期実現について。

学校跡地利活用問題については、検討委員会が組織され、同委

員会による会合が既に４回開催されております。令和４年４月15

日に開催された折には、回答をいただいた586名のアンケート結

果が公表され、その他にも委員会に関する内容、今後のスケジュ

ール等が述べられております。

ここで、当局に対し、次の二点になりますが、質問をしたいと

思います。

一点目です。アンケートの回答結果はさまざまです。アンケー

ト結果を有効活用するために、当局はこれらの回答をどの様に捉

え、どの様な方針、方策を考えていらっしゃるのか。

二点目。先に当局に提出した提言書の回答で、担当課より令和

４年秋頃には利活用方針を示すと述べられておりますが、同時期
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は検討委員の改選時期に合致しております。方針が決まる重要な

時期に委員の顔ぶれが変わってしまいますが、今までの検討事項

はきちんと引き継がれていくのか。

この二点について、当局から答弁をいただきたいと思います。

以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）佐藤議員の「学校跡地利活用の早期実現

について」のご質問にお答えいたします。

議員ご案内のとおり、小中学校跡地の利活用につきましては、

地域の実情にあった長期的かつ有効的な活用方法を、住民アンケ

ート調査の結果や森町小中学校跡地利活用検討委員会での意見交

換等を通して、さまざまな方向から総合的に検討し、利活用方針

の決定に向け進めているところでございます。

一点目の「アンケート結果を有効活用するために、回答をどの

様に捉え、どの様な方針、方策を考えているか。」について、申

し上げます。

まず、ご質問のアンケート調査の概要についてご説明申し上げ

ます。アンケート調査につきましては、地域から幅広く意見をい

ただくため、令和２年８月に「泉陽中学校・三倉小学校・天方小

学校学校跡地及び校舎の利活用に関するアンケート調査」を実施

したものでございます。設問は、「あなたご自身について」「学

校跡地の利活用の方向性について」「利活用の民間資本導入につ

いて」「自由意見」の４つについて伺ったものです。三倉・天方

地区にお住まいの中学生以上1,716名を対象に実施し、さらに、

町ホームページで募集しました他地区の方も含め、586名の方か

ら回答をいただきました。

アンケート調査の結果につきましては、令和２年11月９日開催

の第１回森町小中学校跡地利活用検討委員会において報告させて

いただき、検討委員会の資料として町ホームページにて公開する

とともに、令和２年12月号の広報もりまちに特集記事として掲載
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し、町民をはじめ広く周知をしてきたところでございます。

さて、議員ご案内のとおり、アンケート調査における回答はさ

まざまであり、多岐にわたるものでございました。町としまして

は、アンケート調査結果を大切な地域の意見として捉え、先に述

べた検討委員会での協議に加え、町職員で組織された森町小中学

校跡地利活用庁内検討委員会におきましても、地域の意見を利活

用方針にどのように反映できるか検討を進めてまいりました。こ

の検討結果を踏まえ、アンケート調査の設問で、「学校跡地の利

活用の方向性について」回答が多かったものを地域の意見として

とりまとめ、町の地域別構想を含む都市計画マスタープランとの

整合性を図り、令和４年４月15日開催の小中学校跡地利活用検討

委員会に「地域の特性を踏まえた考え方の整理」として、お示し

させていただきました。

また、併せてアンケート調査の結果や、これまでの検討委員会

での意見、そして、先に申し述べました考え方の整理等を踏まえ

作成した「森町小中学校跡地利活用方針(作成案)」をお示しし、

委員の皆さまから概ね了承をいただいたところでございます。検

討委員会でお示しした各学校跡地の利活用方針案につきまして

は、次のとおりでございます。

泉陽中学校跡地につきましては、民間による利活用を基本とし

て、校舎、体育館、グラウンド及びプールを一括して活用できる

事業者等への売却・貸付を優先いたします。具体的な方向性につ

きましては、教育の振興、福祉の向上、産業振興に資する利活用

を目的とする予定でございます。

三倉小学校跡地につきましては、民間による利活用を基本とし

て、校舎、体育館、グラウンド及びプールを一括して活用できる

事業者等への売却・貸付を優先いたします。具体的な方向性につ

きましては、観光振興、特にアウトドアに資する利活用を目的と

する予定でございます。

天方小学校跡地につきましては、行政と民間による利活用を基
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本として、校舎、体育館、グラウンド及びプールを目的に応じて

売却・貸付をいたします。具体的な方向性につきましては、行政

では地域の複合施設として共同利用し、残る部分は、民間による

産業振興、移住定住に資する利活用を目的とする予定でございま

す。

いずれの学校跡地につきましても、方針を決めつけるのではな

く、民間事業者からいただく利活用提案が、より地域の活性化に

寄与すると見込まれる場合には、柔軟に対応することとしており

ます。また、検討委員会でお示ししたスケジュールのとおり、利

活用方針決定後、具体的な利活用について検討を進めるに当たり、

アドバイスをいただくコンサルタント会社と契約を締結し、サウ

ンディング調査等で活用についてノウハウを持つ民間事業者から

提案をいただきながら、令和５年度に事業者募集を開始できるよ

う準備を進めてまいりたいと考えております。

二点目の「検討委員の改選と利活用方針を示す時期が合致する

が、今までの検討事項は新たな委員に引き継がれていくのか。」

について申し上げます。森町小中学校跡地利活用検討委員会は、

森町における統廃合後の小中学校跡地及び施設等の有効的な活用

方法を検討するため、設置したものでございます。委員会は副町

長を委員長とし、町議会議員、三倉・天方地区の代表者、地域団

体の代表者、教職員代表者、学識経験者から構成されており、こ

れまで検討委員会の開催を通じ、さまざまな意見交換をおこなっ

てまいりました。議員ご指摘のとおり、検討委員会の委員の任期

は、令和４年９月30日までとなっておりますが、町としましては、

検討委員会で意見をいただきながら、任期終了までに、利活用方

針を決定していく予定でございます。現在、委員として委嘱をし

ております11名の委員につきましては、現在の任期終了後も引き

続き各分野の代表としてご参加いただき、民間事業者からの提案

の報告や事業者募集要項の作成等について、意見交換を実施して

まいりたいと考えております。しかし、年度替わり等で委員が変
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更になる場合には、事務局におきまして、これまでの検討事項や

課題をしっかりとご説明させていただく予定でございます。

以上、「学校跡地利活用の早期実現について」申し上げました

が、３つの学校跡地利活用につきましては、それぞれ美しい自然

環境に恵まれた施設でございます。それぞれの施設における跡地

利活用が、地域の活性化やコミュニティの維持・強化に寄与でき

るよう、今後とも地域の皆さまとともに取り組んでまいりたいと

考えております。

以上、申し上げまして答弁といたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）３番、佐藤明孝君。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）ただ今の当局の答弁につきまして、再質

問等をいたしたいと思います。それにつきましては、まずテレビ

の方をご覧になってください。

これがまず、アンケートによる結果内容です。町長がおっしゃ

られた地域の特性を踏まえた考え方の整理ということで、全てが

これホームページで公表されている内容になります。この中、特

にこの真ん中のここの部分におきましては、私も手持ちの資料が

ございますけれども、かなり三つの学校に対して、共通した内容

がそれぞれ４項目も含まれております。共通した内容を一つ言い

ますと、高齢者福祉施設とか障害者の福祉施設、こういったもの

については、全ての学校でアンケートを通して採用されているよ

うな内容になっております。そのほかにもスポーツの拠点とか、

公民館、各種講座体験教室等の会場にするとか、企業誘致、サテ

ライトオフィスにするとかというような内容で、かなり共通した

面がございます。従って、こういうところにつきましては、こう

いった共通した項目というやつをいわゆる大事にしていただき、

これを踏まえたうえでの今後の在り方というようなところも検討

をいただければと思います。

そして、この右側の部分、こちらにつきましては基本的な叩き

台というようなところで書かれていますが、ほとんどが校舎、体
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育館、グラウンド及びプール、これらを一括して活用できる事業

所に優先的にお話を進めるというような内容で書かれておりま

す。現実にそういった事業者の方が今現在申し出ているのかどう

かというようなことについては、ちょっとわからないような状況

ではございますけれども、地域の特性を踏まえた考え方というよ

うな形で、今話したように、それぞれの学校については、共通し

た項目がたくさんあるというようなところでございますから、ぜ

ひこういったところを優先的に活用をしていただきたいと思いま

す。

そして、もう一つですが、これは今資料等にはこちらにはあり

ませんけれども、アンケート以外に届出のあった提案要望等、こ

の中からそれぞれの学校をいわゆるゾーン分けして考えたらどう

かという、これはすごくいい内容じゃないかなというような面が

ございました。ちょっと紹介いたしますと、泉陽中学校の跡地に

は、例えば産業交流ゾーンにするとか、三倉小学校の跡地につい

ては、地域的にも自然体験交流ゾーンにするとか、あと天方小学

校の跡地については、いわゆる文化とか福祉等の交流ゾーンにす

るとかという、こういった内容でゾーン分けにするということで

すよね。もしも、こういったところが一つの目安として捉えるこ

とができれば、今後の先駆けとなるのではないのかなと、このよ

うにも考えるところでございます。

そして、今度は次の内容になりますが、これは文科省から示さ

れているホームページに出されている内容になります。廃校の活

用状況ということで、これ令和２年度の形、そしてさらに平成14

年から令和２年度に発生した廃校の延べ数ということで、これだ

けの学校が廃校になっていると。その中でも活用されているもの、

こういうようなものを見ますと、やはりかなり活用されているも

のにつきましてはこうやってあるんですが、用途が決まっている、

決まっていない。この面を見ますと、かなりこちらの方が多くな

っちゃっているような状況でございます。従って、これらの学校
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跡地利活用の問題につきましては、やはり町を挙げての課題にな

るのではないかなと、このようにも考える次第でございます。

そして、こちらが今度、次の資料になります。これは方針等に

関しての内容になります。これらもホームページに公表されてい

る内容でございますけれども、今後のスケジュール案、あくまで

も案となっておりますから、このとおりにいくというようなわけ

ではないとは思いますが、この中でスケジュールの確認の後に示

されているこちらの部分ですね、この文句。スムーズに事業者が

決定した場合は、おおよそこんな感じで計画が進みますよという

ような内容だと思いますけれども、じゃあこれスムーズに事業者

が決まらなかったら、じゃあこれからの内容はどうなるのかとい

うようなところ、また一つ疑問が湧くような点でもございます。

そしてさらに、この方針案というのは、５年ごとに見直すとい

うようなことも言われております。従って、ここから５年と言う

と、またかなり先の話になってしまいますが、極端な話５年以内

にもしも方針が決まらなければ、また最初から見直しをするのか。

そうなってくると、今現存する廃校等はさらに老朽化が進んで、

今度は保存、維持等が難しくなるというような局面にもなると思

いますから、そういう意味も踏まえて、本当に早めにこういった

計画がなされているならば、これに沿ったような方向をいち早く

進めていただきたいなと、このようにも感じる次第です。

そして次、これは円グラフで出ている内容でございます。こう

いったところも、ホームページで全て公表されております。主に

は、ここの部分がちょっと小さくて申し訳ないんですが、これ以

上ちょっと拡大できないもんですから、こんなような形で要望等、

アンケートの結果が多岐に渡っているというのが、こういうとこ

ろでもおわかりになると思います。

そして、これが町長あとにおっしゃられた方針の作成案という

ようなところで、先ほどのご答弁の中にも、ここに書かれている

ような記載内容を改めてお話をいただきました。こういったとこ
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ろはあくまでも基本的な方針ということでなっておりますから、

基本的な方針が示されているならば、仮に案というようなことで

あっても、やはりそれに沿ったような進み方をしていただければ

と、このようにも感じる次第でございます。

資料は一応以上になりますけれども、こういったところで役場

の方たちだけでも検討委員会が組織され、この問題に取り組んで

いるというようなところで、前向きの姿勢はすごく感じられると

いうようなところでございますけれども、例えばお隣のお隣のお

隣の島田市、こちらにつきましてはご存知、湯日小学校というの

が令和２年３月に廃校となりました。しかし、その湯日小学校は

１年も経たない令和３年のもう２月頃からは、このグランピアの

話がずっと出て、あっという間に施設そのものが完成したという

ような状況でございます。これにつきましては、静岡新聞にもそ

の一部が載せられております。この静岡新聞に載せられているこ

の内容につきましては、これも私のところに今資料がございます

けれども、やはりここをこういったグランピアの施設にしたとい

う会社の方、この方のインタビューの内容がここに載せられてお

ります。こういったところを一部ご紹介申し上げますと、やはり

学校跡地の活用は全国的な課題であると。さらに、こういったと

ころは世代を結ぶ、または交流ができる場所として、ぜひ推し進

めていただきたいもの。さらには、地元町民と人を呼び込む方策

等も構築すべきであると。これはあと一つ、ちょっと言葉は変わ

っておりますけれども、森町の良いところをアピールして、さら

に森町の認知を高めるという意味でも、やはり学校跡地の利活用、

スピード感を要するのではないかと、このようにも思います。

そして、これは私の私見でございますけれども、場合によって

はすぐここから１時間も経たないうちに到達できる富士山静岡空

港というようなところがございます。ここと例えば天浜線等をコ

ラボした内容的なものが、何か取り組むことができないか。静岡

空港では何か森町の産業物産的なものも、コロナの前には行われ
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ていたというような話も聞いております。コロナ収束にあっては、

そういったところもまた考えていただければ、静岡空港との繋が

りをさらに深めて、場合によってはそれを今度森町の活性化にも

利用できるんではないのかなと、このようにも考えたりもするわ

けでございます。

こういったところで、学校の跡地利用、全ての面に関して、や

はり森町を発展させる、活性化させる、そういう意味では必要な

ものではないかと、このように私自身は強く感じております。こ

ういったところで、ちょっと長ったらしくダラダラダラダラやっ

てしまいましたけれども、これに対する考え方を今一度お聞かせ

願えればと思います。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）佐藤議員に申し上げます。

質問の主旨、要旨が掴みづらい点がございます。ですので、ど

の辺を再度再質問をしたいのか、そのところをもう一度確認して

いただけますか。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）それではすいません、私も長ったらしく

ダラダラ言ってしまって、掴みづらいところが確かにあったと思

います。

まずは、一つは最初のこの特性の関係。資料で一番最初に示し

たこちらのやつを、もう一度ここへ映します。この特性を踏まえ

た考え方の整理、私くどいように言いました共通した項目が４項

目もあるということについては、当局としてはどのように対応を

考えていらっしゃるかという、まずこの点。

そして二つ目は、こちらのスケジュールの案でございます。こ

のスケジュールの案については、スムーズに事業者が決定した場

合の案としては良いと思いますけれども、じゃあスムーズに決定

しなかった場合は、予備の案があるのかどうか。その点もお聞き

したいと思います。

そして最後に、この方針でございます。それぞれ学校に対して

の方針が、このように示されてございます。これについては、や
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はりこれを優先的に考えて推し進めるのか。この三点、これを改

めてお聞きしたいと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）佐藤企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）企画財政課長です。ただ今の佐藤議員の

課 長 三点のご質問にお答えをいたします。

まず一点目ですけども、地域の特性を踏まえた考え方の整理に

おいて、地域の意見、こちらが大分三つとも似通っているという

ことで、共通項目があるのでそちらを優先した方針ということは

考えられないかというご質問かというように思っております。

これにつきましては、先ほどの地域の特性を踏まえた考え方の

整理のとおり、都市計画マスタープラン、こちらの目標と地域の

意見、こちらをやはり整合性をとったうえで、基本的な方針とい

うものを定めているというところでございます。言うまでもなく

都市計画マスタープランですけれども、これは町の持続発展に向

けた分野別、あるいは地域別のまちづくりの方針を定めたものと

いうことでございまして、当然この都市マスにつきましては、町

民の意向調査の結果も踏まえて策定をされているというところで

ございますので、この都市マスの中に地域の課題等が反映されて

いるということで、まずこちらを位置づけをさせていただいて、

それと地域の意見、こちらをリンクさせるという形で、基本的な

方針というところを整理をしているというところでございますの

で、結果的に地域意見を踏まえて方針を出したということがわか

るような資料ということで、こちらについては資料をお示しをし

ているというところでございます。住民のアンケートの多いもの

ということに限らず、先ほど町長答弁もありましたけれども、さ

まざまな意見というものがございますので、そういったものと町

の考え方、都市マスにおける町の考え方、そういったものとあわ

せて基本的な方針を定めているというところでございますので、

ご理解をお願いをしたいと思います。

そして次に、スケジュールの関係でございます。スムーズに事
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業者が決定した場合を図示しているということで、これがスムー

ズに決定いかなかった場合、予備のスケジュール等があるのかと

いうところでございますが、結論的には予備のスケジュールとい

うのは持ち合わせてございません。これにつきましては、町長答

弁のとおり９月末までに利活用の方針というものを決定をして、

議員の皆さまにもお示しをすると。併せて、その後、専門家、外

部の力をお借りをして、こちらをこのスケジュールに沿って進め

ていくんですけれども、それによってサウンディング調査、いわ

ゆる民間からの提案をいただくと。それを踏まえて募集要項を作

成をして、事業者募集をすると。その中で、事業者候補、そうい

ったものを決定をし、決定後、地域説明会等を行っていくという

流れになっているというところでございます。事業者が決定しな

いということでございますが、おそらく地域説明会の辺りが、例

えばこれ一例ですけれども、事業者候補は決まったけれども、地

域説明会でさまざま協議がなされて、そこの調整等に時間を取る

というところも考えられますので、あくまでもこれは標準として、

通常進んでいった場合のスケジュールということでお示しをして

いるというところでございます。

それから、最後三点目でございますが、方針どおり進めていく

のかどうかというところでございます。こちらにつきましては、

利活用方針（作成案）というものを作成をしてございまして、基

本的な方針というところで、それぞれ三つの学校跡地について記

載をしてございます。基本的にはこういった形で進めていくとい

うところでございますが、こちらにもありますけれども、民間か

らの利活用提案が、より地域の活性化に寄与すると見込まれる場

合には、柔軟に対応するというところも記載をしてございます。

必ずしもこの中学校についてはこれ、この小学校についてはこれ

と固定するのではなくて、民間からの逆提案、そういったものを

いただく機会があれば、そういったものも柔軟に検討していきた

いというところを示した検討ということでございますので、基本
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的には今町長答弁にもございましたけども、三つの学校跡地につ

いては基本的な方針、これに沿って進めていきたいというように

考えているところでございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）３番、佐藤明孝君。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）今の企画財政課長のご答弁で、だいぶわ

かるところもありました。

しかしながら、最初のこの地域の特性を踏まえた関係につきま

しては、やはりこれはアンケートの結果をまさに考えて回答をい

ただいた地域住民の方の内容ということで、さらにさまざまに確

かに渡っております。しかしながら、申し訳ないですがそのさま

ざまに渡っているやつを全てを採用するというところは、本当に

難しいと思います。従って、それらの目安としては、やっぱりあ

る程度の内容が共通しているものであるならば、それを採用する

というのが一番スムーズにいくやり方ではないのかなというよう

なことも考えます。従って、全てのアンケート結果に目を通して、

それをいろいろ考えていただくというのが町民サイドにとっては

非常にいいことだとは思いますけれども、やはりどっか切り捨て

るべきものは切り捨てて、やっぱりやるべきところを方針として、

町として定めるという決定的なものというのは、もうどんどん裁

量的なものを活用していただいて進めてもらえればなという気持

ちもございます。今のこの地域の特性を踏まえた考え方等の整理、

共通する項目云々の再質問については、ただ今の回答で結構でご

ざいます。

そして、引き続いてやりましたスケジュールの関係につきまし

ても、やっぱりスムーズにこの事業者が決定するように、いろい

ろやっていただきたいとは思いますが、ただ今のご答弁の中で民

間から良い意見等情報等があれば、それを踏まえてさらに地域の

活動に繋げるというようなお答えがありましたけれども、その民

間というのは事業者を指すのか。それとも、町民のいわゆる個人

の町民の方も指すのか。その点をご回答願えればと思います。
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議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）佐藤企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）企画財政課長です。ただ今の佐藤議員の

課 長 再質問にお答えをいたします。

スケジュールの中での民間からの提案、こちらの民間からの逆

提案は、民間からの利活用提案がより良い地域の活性化に寄与す

ると見込まれる場合は、柔軟に対応することとしますというとこ

ろでございますけども、これにつきましては、いわゆるサウンデ

ィング調査、こちらで利活用方針を示します。そのサウンディン

グ調査の中で、相手方がそういう利活用方針ではなくて、例えば

違うものはどうですかと、そういった場合に、そういったものも

検討しますよということで記載をしてあるというところでござい

ます。このサウンディング調査については、基本的には事業者と

いうことになろうかと考えておりますので、それが個人であるの

か、あるいは企業であるのかというところまでは、現時点では少

し定めておりませんけれども、いわゆるサウンディング調査とい

うことでそちらをやっていく中で、その中で参加をしていただい

た企業なり事業者の方からの意見を聞くというところでございま

す。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）３番、佐藤明孝君。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）今の佐藤課長からお話に出ましたこのサ

ウンディング調査、これにつきましての本来の目的、狙いという

のは何なのかというと、サウンディングは、やはり情報収集なん

ですよね。事業者からの情報収集にあるというようなものが狙い

というようなことになっております。従って、これにつきまして

は、あと当局としては、検討の段階で逆に情報提供して、事業者

に参入意欲を高めていただくというようなところがやはり狙いで

はないのかなと、このようにも思います。従って、サウンディン

グ、言葉としては我々素人としては本当に難しい言葉なんですが、

基本的には民間事業者の意見を聞いたり、新たな提案を把握した

りすると。そのようなことによって情報収集に努めるというよう
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なこういった内容になると思いますが。ここでサウンディング云

々を言うというようなことも、今更なんだと思いますけれども、

そういった形でぜひ事業者、民間事業者に対するそういったアピ

ールについても、しっかりとやっていただきたいと思います。こ

れはこれで結構でございます。

次にいいですか。今度、二点目の内容につきまして、改めてお

聞きしたいと思います。委員の方々が令和４年９月30日をもって

満期を迎えますよというようなことです。先ほど町長の答弁の中

では、仮に交代する人が出た場合につきましては、それまでの経

緯をしっかりと説明して、今後の委員会に臨んでいただくという

内容にとりましたけれども、今現在、ここに副町長を除いて11名

の方、あと当議会の議員２名の方を除きました残りの方で、現実

に今現在もう委員として交代されている方はいらっしゃるかどう

か。それをまずお聞きしたいと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）佐藤企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）すみません、それは第１回目の委員と異

課 長 なっている人がいるかという質問でしょうか。その点につきまし

ては、現時点では交代されてしまっている方というのはおりませ

ん。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）３番、佐藤明孝君。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）今現在は交代されている方は、いらっし

ゃらない。そうやって見ると、ここには小学校、森小の校長さん、

富士見小学校の校長先生とか、静産大の教授の先生方もいらっし

ゃいますけれども、やっぱり今現在もこの委員としてここにいら

っしゃるという、こういう形でいいでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）佐藤企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）企画財政課長です。先ほど佐藤議員のメ

課 長 ンバーに変更がないかというご質問ですけれども、地域団体の代

表の方がお一人変わっておりましたので、先ほどの答弁につきま

しては修正をさせていただきたいと思います。
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そして、学校の教職員の代表ということでございますが、こち

らについては、既にそれぞれの学校へ赴任をされているというこ

とでございますが、当時三倉・天方の校長先生だったということ

で、学校の施設にも精通をしておりますし、地域においても繋が

りがあるというところで、この二方につきましては、引き続き委

員をお願いをしていくという考え方で、今構成員のメンバーにな

っていらっしゃるというところでございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）３番、佐藤明孝君。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）変更、いわゆる交代されている人物もい

らっしゃるということで、今お話聞きました。これ団体の代表と

いうと、町内会長連絡協議会とか、この令和３年度の役員の方だ

と私介しますけれども。あと、これ９月30日で任期満了になりま

すが、これ以降につきましてはいつごろ新メンバーが判明するか。

それを最後にお聞きしたいと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）佐藤企画財政課長。

企画財政 （ 佐 藤 嘉 彦 君 ）企画財政課長です。現時点では、先ほど

課 長 佐藤議員のお話もございましたけれども、基本的に所属している

団体であるとか、あるいはその地域の団体の代表者、こういった

方については、現時点で代表者が変わるというような情報という

のは持っておりませんので、こういう方たちは引き続き委員をお

願いをしていくということでございますが、町内会長連絡協議会、

三倉地区と天方地区のお二方につきましては、場合によっては年

度で交代をされるという可能性があるのではないかと考えている

ところであります。ですので、例えば来年度の４月であるとか、

そういった形で代わられる可能性があるのではないかなと考えて

いるところであります。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）３番、佐藤明孝君。

３番議員 （ 佐 藤 明 孝 君 ）やはり年度をもって役として臨んでいる

方が、確かにいらっしゃると思います。そういった方につきまし

ては、年度が過ぎれば当然役員を降りるわけですから、こういっ
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た委員についてもご辞退されるのかなというような考えなんです

けれども、やはりそれを見ますと、１年ごとの交代という形にな

ってしまうのかなというようにもやっぱり感じるんです。従って、

この学校跡地検討委員会は本当に町を左右するかもしれないよう

な大事な委員会というようなことだと思います。従って、なるべ

くならばある程度の年数をそのまま引き続いて委員として存続で

きるような方の選択をお願いできればなという考え方も、私自身

はちょっと持っております。それにつきましては、今後当局でま

た考えて、相応しい方を新役員としてまた選んでいただければと、

このように思います。

最後になりますけれども、いろいろ申し上げましたけれども、

やはり学校跡地の問題につきましては、今後の森町のあり方も左

右する、活性化させるがための大事な課題だということだと思い

ますもんで、ぜひそういったところを踏まえたうえで、これから

の活動等をまたお願いしたいと思います。以上をもって質問終了

します。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）ここで、暫時休憩といたします。

（ 午前１０時２２分 ～ 午前１０時３５分 休憩 ）

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、５番、川岸和花子君。

登壇願います。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）５番、川岸和花子です。

通告のとおり、以下の質問をさせていただきます。

森町観光振興におけるトイレ整備について。

第９次森町総合計画のまちづくり基本目標である、「活力・情

報発信・交流が盛んで賑わうまち」を目指して、町の良さを活か

し、観光交流人口を増やして、人の輪を広げる目的で質問いたし

ます。

遠州の小京都まちづくり基本計画の環境づくりの面からも、ト

イレの整備は優先度を高く考えておられると思います。また、そ



- 20 -

ういう計画となっております。綺麗で使いやすいトイレは、町の

印象を決める大切な要素であると思いますが、現状の町内の各公

衆トイレは、綺麗に清掃され、管理はされていますが、古く感じ

るうえに、実際に壁や扉が傷んでおり、明るさや広さがなくて暗

く、町のイメージダウンに繋がっていると感じます。そこで、以

下の質問をさせていただきます。

１ 主に観光で利用する目的のトイレや駅に併設されているト

イレの築年数は、どれくらいでしょうか。

２ 観光者が利用するであろう古いトイレの完全刷新計画は考

えていますか。

３ 新しいトイレ箇所の増設や、トイレを含めた休憩所、駐車

場を含む安らげる空間づくりの計画などはありますか。

以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）川岸議員の「森町観光振興におけるトイ

レ整備について」のご質問にお答えいたします。

一点目の「主に観光で利用する目的のトイレや駅に併設されて

いるトイレの築年数はどれくらいでしょうか。」について、申し

上げます。

議員のご質問に関する産業課所管の公衆トイレにつきまして

は、10か所ございます。その設置年、経過年数について申し上げ

ます。新町公衆トイレは、昭和63年に設置され、築34年。市場公

衆トイレは、平成10年に設置され、築24年。天方城跡公衆トイレ

は、昭和60年に設置され、築37年。鍛治島栗ノ島公衆トイレは、

平成９年に設置され、築25年。鍛治島下田公衆トイレは、平成12

年に設置され、築22年。戦国夢街道ハイキングコース内にある三

丸公衆トイレは、平成８年に設置され、築26年。天神森公衆トイ

レ、花立公衆トイレは平成９年に設置され、築25年。三倉一ノ瀬

公衆トイレは、平成13年に設置され、築21年。町民の森公衆トイ

レは、平成16年に設置され、築18年が経過しております。
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次に、企画財政課所管の公衆トイレについては５か所ございま

して、その設置年、経過年数について申し上げます。天竜浜名湖

鉄道遠州森駅公衆トイレは、平成２年に設置され、築31年。戸綿

駅公衆トイレは、平成６年に設置され、築28年。森町病院前駅公

衆トイレは、平成27年に設置され、築７年。円田駅公衆トイレは、

平成30年に改修され、築４年。遠江一宮駅公衆トイレは、平成11

年に設置され、築23年が経過しております。

二点目の「観光者が利用するであろう古いトイレの完全刷新計

画は考えていますか。」の質問にお答えいたします。

議員ご案内のとおり、第９次森町総合計画の町の将来像である

「住む人も訪れる人も心和らぐ森町」や、遠州の小京都まちづく

り基本構想の基本方針である「おもてなし」という観点からも、

公衆トイレの管理については、快適に利用していただくため、日

頃の清掃管理に加え、水漏れや便器の破損、浄化槽や電灯の故障

など、不具合が生じた際には、当該箇所を修繕・改良するという

維持・管理を実施しているところでございます。

また、近年においては、そういった維持・管理とともに、便器

の洋式化や新型コロナウイルス感染防止対策として、手洗い場の

自動水栓化等の整備を進めているところでございます。

現在のところ、既存トイレを刷新するという計画はございませ

んが、先ほど申し上げましたとおり、築年数が30年以上経過して

いる施設もあり、公共施設等総合管理計画や公共施設個別施設計

画等との整合性を図りながら、施設の更新等について検討してま

いりたいと存じます。

三点目の「新しいトイレ箇所の増設やトイレを含めた休憩所、

駐車場を含む安らげる空間づくりの計画などはありますか。」に

ついて、お答えいたします。

議員ご案内のとおり、遠州の小京都まちづくり基本計画のまち

づくり戦略の「環境づくり」においては、来訪者を受け入れる施

設環境として、「観光スポット等への駐車場、休憩所、トイレ等



- 22 -

の整備について、既存施設や周辺の公共施設等の活用、民間事業

者(商店等)との連携により、充実を図っていく」と掲げておりま

す。これに関しては、「できるだけ既存施設を活用して、来訪者

を受け入れる環境を充実していきましょう。」という趣旨のもの

でございます。公衆トイレについては、観光客用のトイレという

ことだけではなく、地域住民等が使用することも想定されるため、

利用者がどれだけいるのか、その場所に公衆トイレとして、どの

程度必要なのか、清掃作業等は誰が行うのか等、総合的に判断し

たうえで設置することが望ましいと考えております。

また、観光客用のトイレに関して申し上げれば、それぞれの観

光施設において設置しているトイレ等を清潔に保っていく、充実

させるという観点も重要であると考えております。

そして、現在策定中であります「遠州の小京都リノベーション

推進計画」においては、「観光客だけでなく、町民に利用される

憩いの場づくり」という観点も含め、検討しているところでござ

います。こうした検討を踏まえ、公衆トイレや休憩所、駐車場等

の整備について、適するものがあれば、遠州の小京都リノベーシ

ョン推進計画に盛り込んでいきたいと考えております。

以上、申し上げまして答弁といたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）遠州の小京都まちづくり基本計画の中に、

環境づくりというところでスライドに出してみたんですけれど

も、駐車場、休憩所トイレ、Ｗｉ－Ｆｉ環境等の整備の充実とい

うところで、やっぱり公衆トイレや休憩施設が不足しているよと

いう問題点が挙げられておりまして、優先度が高くなっていると

いうことです。先ほどおっしゃったように、遠州の小京都リノベ

ーション推進計画は、これから進むところですし、また、町の遠

州の小京都ブランド向上支援事業などにも取り組んでいただきま

して、これから盛り上げていこうという感じを受けております。

先ほどのご答弁で新設は考えていない、既存のものを丁寧に扱
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って活用していこうというご答弁でしたけれども、今年度の補正

第１号で新型コロナウイルス地方創生臨時交付金を使って、新型

コロナウイルス感染症対策事業としてトイレを洋式化するという

ことで17か所というように伺ったんですけれども、手洗いも含め

て245か所の修繕ということなんですが、その内容、場所がどこ

になるのか。和式トイレは、全部洋式になるのかということを教

えてください。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）村松総務課長。

総務課長 （ 村 松 成 弘 君 ）総務課長です。ただ今の川岸議員のご質

問にお答えをいたします。

令和４年度の第１号補正予算で計上をさせていただきました公

衆トイレの衛生化事業の場所と箇所数でございます。

まず、洋式化については17か所。手洗い場の自動水栓につきま

しては、245か所となっております。対象施設につきましては、3

2施設でございます。内訳は、天竜浜名湖鉄道駅のトイレ３か所

ということで、戸綿駅、遠州森駅、遠江一宮駅。それから、観光

施設のトイレ８か所といたしましては、吉川キャンプ場、それか

ら森町天方宿泊施設、それから森町体験の里アクティ森、それか

ら栗ノ島、下田、城ヶ平、新町、市場の観光トイレ。それから、

幼稚園ということで、三倉を除く５園。それから、全小中学校５

校。それから、公園の９か所ということで、森第一、森第二、森

第三、北見、それから南町、大門東、駅東、太田川親水公園、天

宮公園、それから森町営グランド、森町立歴史民俗資料館が対象

となっております。

洋式化につきましてでございますけども、基本的に洋式、和式

というようなところで見まして、和式になっているものを洋式化

にするというところでございまして、これは整備方針ということ

で、各課で洋式化が妥当であるというようなところについて、設

置をしているところでございます。和式から洋式にというような

ところについては、男女別に確認をさせていただいて、和式を一
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つ以内として、それ以外については洋式化にするというところで

ございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。それと今、総務課長から

答弁いたしました以外のトイレの改修については、それこそ別の

項目、要は交付金、今年度第１号補正予算になりますけれども、

「どうする家康」を受けて、地域の磨き上げ事業ということで、

産業課においても予算をお認めいただいておりまして、その中で、

先ほど答弁の中でも入っております戦国夢街道の花立公衆トイ

レ。これは洋式化と、手洗い自動の水洗化。三丸公衆トイレにつ

いても、洋式化と手洗い自動水洗化。天神森公衆トイレにつきま

しても、洋式化と手洗い自動水洗化。最後に一ノ瀬公衆トイレ改

修ということで、洋式化を２つ、あと手洗い自動水洗化を２つと

いうことで、交付金を有効活用して既存のトイレの充実と長寿命

化ということで、トイレ整備については、この予算だけでなく、

今回の第１号補正予算だけでなく、交付金を活用して令和２年度

等から取り組んでいるところでございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）わかりました。和式がいいか、洋式がい

いかというのは、人によって直接肌が当たらないので和式がいい

という方もおられれば、もう大概のお家は洋式のトイレを使って

いるので、逆に和式だと用が足せないというような方もおられま

すので、一つ以内に残して洋式化するということで、よくわかり

ました。

町内のトイレを少し撮影してきましたので、見てください。こ

れは、新町にある公衆トイレです。太田川の道路沿いにあるので、

私が撮影している間も、結構たくさんの方が入れ替わり立ち替わ

り入られたなと、平日だったんですが思いました。見ていただい

たように、外の感じもちょっと黒くくすんでいるというか、雨風

等でくすんでいる感じもしますし、女子の方しか撮っていません
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けれども、中は洋式、和式。そういう感じが見てとれますが、入

るにはちょっと躊躇するかなと。慣れてる人は、こういうもんか

なと思うかもしれません。

次行きます。これは、上が天方城趾の公衆トイレです。こちら

は水洗ではありませんで、人家もないので水道が来ていないとい

うことで、汲み取り式のトイレなんですが、久々にこういうトイ

レに入りまして、ちょっと跨ぐのが怖いというか、きっと子供で

は無理だなと思いました。ただ、先ほどの新町もそうですが、綺

麗に清掃されていただいておりまして、シルバー人材センターで

あるとか、地元の方が綺麗にしていただいていると、感謝申し上

げます。私が行ったときはバケツなんかが置いてあって、自分で

流しなさいみたいな感じのところもあったんですが、この撮影に

行ったときは特に置いていなかったです。

歴史民俗資料館ですけれども、こちらのトイレは男性の小便器

が二つ並んでいて、その奥に一つ和式のトイレがあるんですけれ

ども、昔っぽいというか、女性が使おうと思えば男性の後ろを通

っていくような感じのトイレでございます。木で出来ているので、

落ち着いた感じはあります。

次、戸綿駅です。戸綿駅は電車が通る線路の下にあるので、や

っぱり鉄の感じでちょっと壁が汚れがちなのか、ますます古く感

じました。中もそんなに大きくないので、和式トイレだったんで

すけれども、ちょっと暗い感じがあって、ちょっと入るには躊躇

するような感じでした。

一宮駅は、外から見た感じはすごく綺麗で、真ん中に多目的ト

イレもありまして、このときはたまたまちょっと散らかっており

ましたけれども、汚したりとかというタイミングの跡とかという

こともあるので、見た感じは綺麗でした。

次が、三倉の一ノ瀬の公衆トイレです。こちらも和式、洋式が

ありまして、先ほどこちらも和式が洋式になると。私が見ている

のは女性の方だけなんですけども、こちらも多目的トイレがあっ
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て綺麗でした。

鍛治島の下田の公衆トイレも、綺麗に管理されておりました。

これが一番新しいのかなと思うんですけど、森町病院の駅の公

衆トイレですが、今までは割と和の感じの建物だったんですが、

病院のところということで、ちょっとピンクっぽいおしゃれな都

会的な感じのトイレで、中も非常に綺麗で、やっぱり中が白いと

かタイルで白いとか、床もきちんとタイルがあるとかというのは、

トイレの印象をすごく変えるなと思いましたし、非常に気持ちよ

く使わせていただきました。

こういう良いトイレもある中で、新町のように見るからに古い

なというトイレもありまして、こちら新町のトイレなんですが、

中に入ると扉が非常に傷んでいる。壁等も結構傷んでいるという

ことで、多分お掃除したときとかに、床とかに水が溜まりやすい

とか、そういう加減で下がボロボロになっているというのがあり

ました。

それで、森町の観光の活性化ということで、綺麗で使いやすい

快適なトイレというのはすごく大切だと思うんですけれども、こ

のトイレというのは人間が生理的に用を足すところなんですが、

やっぱり生理的に何か汚いトイレというか、暗いトイレとか怖い

という印象があると、やっぱりそっちに持っていかれると思うん

です。逆に、トイレがすごく綺麗だと、他のところに手がまだ回

っていないとしても、すごい気持ちよくトイレができて、その町

の印象ってすごくよくなるんじゃないかなと思います。

トイレのことについてですが、三島にある三島スカイウォーク

では、清潔さ、使いやすさをコンセプトに２億円をかけてトイレ

を作ったと。だからもう本当に、今、高速道路とかでもそうです

けど、トイレなのっていうようなおしゃれな空間だったり、そう

いうＮＥＸＣＯ中日本では、高速道路のトイレは、以前は汚いと

か落書き等とか悪いイメージだったところを刷新するために、お

もてなしトイレプロジェクトというのを立ち上げて、トイレが綺
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麗で、トイレが親切で、トイレが快適というところを目指して、

結構なお金をかけておられると思います。決してそういう大きな

ところでお金をかけてくださいというのではなくて、やっぱり今

トイレというのは、すごく注目すべき点なのではないかなと思っ

ております。先ほど新設はないということでおっしゃったんです

けれども、森町の観光の活性化を考えたときに、小京都リノベー

ション計画でいろいろ考えていただいていると思うんですけれど

も、まずは最優先に、一番にトイレを整備するということが、町

の価値を上げる、底上げになるのではないかなと。何よりもまず

一番トイレではないかなと思いますが、その点はいかがでしょう。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。今、川岸議員からいろい

ろ現地もしっかり見ていただいて、近年におけるトイレのポジシ

ョンというか、そこが重くなっているんじゃないかということで

あると思います。その点に関してはご発言のとおり、やはり私ど

も、また、自分の子供とかも、やはり自分のお家のトイレがより

綺麗になっているということもあって、要は余所に出かけても、

やはり同程度のものを期待して入るよというようなこともありま

すので、住民の方をはじめ、観光で来られる方も、これまでのト

イレに求めるもののグレードといいますか、そこが上がっている

のかなと、それはご発言のとおりかなというようには感じており

ます。

そういった中で、トイレを最優先にということでございますけ

れども、トイレということに関しては、どういう位置づけにある

かといいますと、やはり観光客というのは、そこのトイレに来る

わけではなくて、そこの見たいもの、感じたいもの、そういった

ところに来たいというのがあって、初めて来ていただけるとは思

っています。その中でご発言のように、そこに来て、更にトイレ

が綺麗であると、とても印象が良く、いろんなところに気を使っ

て、今ご発言があったようにおもてなしの気持ちを感じる町だな
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というのは、おっしゃるとおりであると思います。ですので、ト

イレを整備するきっかけというか、トイレを必要となるものとい

うものに関して、主観しまして、やはりそこの観光施設をまずは

充実させるであるとか、魅力的なものであるとか、皆が来たい施

設にするであるとか、アクセスを良くするであるとかということ

を含める中の一つの要素であるとは思いますが、じゃあその中で

トイレを最優先に整備していくということまでではないのかなと

いうようには感じております。

ですが、川岸議員のおっしゃるように、これまでのトイレの位

置づけ、なんとか用を足せればいいということではなく、より求

められているものが重要になっている、重くなっているというの

は感じておりますので、そういった観光施設を充実する際に、そ

のトイレの位置づけも含めて、どのようなものにすればいいかと

いうことを考えていくのかなと考えております。

それと、やはりそのトイレの整備といったときに、公共施設管

理の計画の中で、森町が持っている公共施設として、全体で150

超のトイレの箇所があります。その中で観光等が主なもの、例え

ば駅に来る人が主なものというのは先ほど申し上げた約15か所ぐ

らいなんですが、トイレをしっかりするという視点においては、

例えばやはりそれをそれこそ子供らが使う毎日の学校のトイレだ

ってある。そこを綺麗にすることが、子育て支援に繋がるのでは

ないかといった視点もございます。町全体としては、やはりそう

いったことを踏まえて、どういったトイレの整備をしていくのか。

全体の中でその整備のあり方、位置づけを考えていくのかなとい

うように考えております。

それこそ産業課としては、トイレの整備について、特に新町に

ついて、私ども戸があれとか承知しておりまして、この件に関し

ては新町は30年以上経っておりますので、そういったところにつ

いては、早急に対応したいなとは思ってはおりますけれども、そ

の際に、例えば新町に関して申し上げれば、じゃあ壁を塗り直す
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とか、そういったことをどうするかというのは、それこそ森町の

トイレをどうしていくかという全体を考える中で、どれだけ財源

を充てていくのかといった整理になるのかなというようには考え

ております。やはり当然何を先にやるかということにおいても、

やはりトイレの整備に関しては財源がかかることなので、当然も

てなす側とすると、どこもそれは綺麗なトイレにしたいという気

持ちはありますけども、そういった全体の中で検討していくのか

なというようには考えております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）先ほど子育てとか教育の点が出ましたけ

れども、先日の歴史伝統文化保存会の総会で、歴史民俗資料館が

小学生であるとか、遠江総合高校の生徒さんたちに結構活用して

いただいているというご報告を受けました。やっぱりそこのトイ

レのところが男女一緒であるという点からも、今回洋式化すると

いう点でその辺は安心したんですけれども、そこもちょっとデリ

カシーがないところかなと思ったんですが、いろんなトイレを新

設というと何千万とかかると思いますし、それを今度維持管理し

ていくというのはお金がかかるということも承知で伺いますが、

一般会計の補正第１号で、大河ドラマの「どうする家康」の観光

誘客事業の中でも、戦国夢街道のトイレ改修を何点かしていただ

くということを、先ほど答弁で伺いました。同じく「どうする家

康」に関して、先ほど出しました天方城も、やっぱり武田と家康

と今川がせめぎ合ったその天方城というところも注目すべき点か

なと思います。また、歴史伝統文化保存会では、天方城と飯田城

の御城印を配布するということを去年からしていただいておりま

すが、山名神社等を含め、飯田地区等でのトイレがどうなのかと

いう点と、天方城のトイレが汲み取りというあのトイレがもう少

し何か方法がないかなというところで質問させていただきます。

どう対応していこうと考えておられるか、質問させていただきま

す。
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議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。「どうする家康」という

ところで、地域の魅力磨き上げということで、戦国夢街道のトイ

レ、それに加えて天方城址のトイレ改修はどうかということであ

ると思います。

「どうする家康」は、この第１号補正予算の地域の磨き上げで、

今後「どうする家康」を機会に森町に来てもらおうというときに、

天方城址についても検討はいたしましたけれども、大きな課題に

なっているのは、ご案内のとおり天方城に行くまでのアクセスが

やはり厳しいというところでございます。歩いて行くにもなかな

か長い道のりですし、車で行くのもやっぱりすれ違いが厳しいと

いうことで、あれを積極的にとか、どんどんＰＲしてきてくださ

いねというところになると、やはりそこのアクセスの課題が出て

きて、逆に来た方が不満を持ってはいけないなとかというところ

も検討して、今回の中に天方城址のトイレの整備は入れていない

というところもございます。ご指摘のように、天方城址に関して

は、やはり水洗化が非常に難しく、相当のお金がかかるといった

ところが課題であります。また、天方城址に関しては、それこそ

今でもトイレの整備を含めて、年間で相当のお金がかかってはい

ます。施設管理全体プラスの中で、トイレも含めてあそこの清掃

ですが、草刈含めて88万5000円年間かかっております。

先ほど維持管理のお話がございましたけれども、先ほど申し上

げた産業課で所管しているトイレや、企画財政課で所管している

駅のトイレ、あとは仮設トイレ等も含めて、清掃のみで年間で25

0万から300万ぐらいのお金がかかっているんですよね。なので、

当然新しくして、また管理していくには、また更に財源負担があ

るというところも踏まえて、確かに天方城址については、先ほど

ご発言があったように、なかなか今時珍しいというトイレではあ

るので、担当課としても何とかしたいなという気持ちはございま

すけれども、なかなか水洗化と、あとはそういった中でもいろん
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な工夫をして、できるだけ綺麗に思っていただけるように適切な

管理を委託しているところでございますけれども、今すぐにそこ

を整備するといったことは、ちょっと難しいのかなとは現時点で

は考えております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）今回、トイレの質問をするということで、

常にいろんなトイレに入ってみたんですけれども、先日雨上がり

に新町のここのトイレに入ったらですね、雨上がりというのと川

の傍というので、ものすごい虫が、細かい虫がもうびっしりだっ

たんですよ。ウワーっていうぐらいの虫で、多分夜もずっと電気

がついているというのもあると思うんですが、虫とかクモとか、

このなんていうんですか、個室で無防備な状態でちょっとでも何

かいると、やっぱりちょっとドキドキしながら用を足すわけです

けれども、こういうものを少しでも軽減できる方法として、今で

は害虫をブロックする、噴霧してコーティングするというような

防虫剤というのもあるらしくて、１年に１回とかで済むような効

果が持続するというものがあると聞きます。クモの巣は普通に張

ったら取ればいいんですけど、取っても次の日にはもう作ってい

るというような状態もあります。この森町は大自然の中ですので、

完全には無理ですけれども、できるだけそういう工夫をして、少

しでも快適に利用していただけるというようにしていただきたい

なと思うんですが、そういう噴霧式の防虫剤というようなことは

考えたことはあるでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。

今、新町の公衆トイレの例でご発言がありました。確かに川が

近くて、湿気の多い。あとはやはり虫が近くに寄ってきやすい場

所ではあると思います。その防虫剤のコーティングということに

ついては、今お聞きしましたので、今後どのように検討していく

かというのは考えていきたいなとは思います。
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そんな中で、トイレについてもいろんな場所、あとは築年数、

使用頻度は、それぞれのトイレで状況がやはり異なっております

ので、そういったことを踏まえて、コーティングの防虫の効果が

本当にあるのかどうかということもしっかり検討して、やはりそ

ういうものの発売に関しては、いろんな検査をして過大広告にな

らないようには宣伝をされていると思いますけれども、結局その

使う場所によって、虫がそれほどかなり多いところでもそれがず

っと効くのかとか、そういった課題はやはりあると思いますので、

そういったところを検討させていただきたいなというようには思

います。

その一方で、ご発言の中にもございましたけれども、やはり森

町についても、都会ではなくかなり自然に近い状態のところにト

イレがございますので、どこまでやるのかというのは、やはりも

う一方で検討しなければならない課題かなと思っております。当

然トイレ単体で見て、そのトイレ自体をものすごくグレードアッ

プするということは望ましいことではありますが、これも繰り返

しになりますが、それこそ全体のトイレの計画、トイレの管理を

どうしていくかということとともに、その財源をどうするのかと

いうところは必ず後ろに控えておりますので、私どもとすると、

そういった全体の計画、どこに財源を優先的に配分するのかとい

うことを踏まえた中での検討になってくるのかなというようには

考えております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）トイレのことは今までも一般質問でも何

度か出ておりまして、森の町の中にトイレを作れないかとか、そ

ういう意見が出ておりました。

今回、新設というトイレは考えていないということなんですけ

れども、今度城下の藤江勝太郎邸を活用していくに当たり、城下

にも公衆トイレというのはありませんし、あとやはり飯田地区と

いうのも公衆トイレというのが少ないと思います。
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また、別の方面から行くと、今、ヤマハモーターエレクトロニ

クスさんと電動アシスト自転車のパスで、「パスの故郷森町」と

いうことで、森町をｅ－ｂｉｋｅのふるさととして位置づけを強

化していくという方向だと思いますが、こういうｅ－ｂｉｋｅで

森町のツアーを企画されたりしていると思います。三倉には、ミ

リオンペダルというマウンテンバイクコースもできましたし、三

倉にいると、島田の方からずっと自転車で上がってきて、森の下

に降りていくというような方も結構おられまして、自転車の愛好

家の方がたくさん来ておられます。

また、ご存知のとおり、皆さん見ると思いますが、バイクの方

もすごく走りに来られます。やっぱりそういう方々の一番大切な

ところは、トイレ、綺麗な水が出るところで、休憩場所、弁当を

食べたりとかちょっと休憩するというような場所、そういうとこ

ろがすごく大切で、事前チェックしないとコースに入れられない

というようなことなんです。こういうｅ－ｂｉｋｅの故郷として、

また、バイクとか自転車の方へのアピールとして、きちんとした

場所を計画的に作る予定というか、トイレのその計画。財源をど

うするかとかということもあると思いますが、この小京都リノベ

ーション計画の中にちゃんと入れられるのかということと、この

自転車を活用したこのｅ－ｂｉｋｅの故郷という町としてトイレ

のことをどう考えているかお聞きします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。リノベーション計画の中

でトイレの位置づけ、又はｅ－ｂｉｋｅの故郷という中でのトイ

レの位置づけに関わるご質問かなと思います。

少し繰り返しになるんですけれども、トイレについては、やは

り当然設置する際にどのぐらいの使用が見込まれるのか等々も含

めて考えていくわけなんですが、先ほども申し上げたとおり、や

はりまずはそこの見たいところ、そういうところについてしっか

りと検討していき、そこに財源を入れていくということなのかな
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というようには思います。一時期、それこそ公衆トイレを少し風

情というか、景観を配慮した公衆トイレを町としては整備してき

たわけでございますけれども、やはり管理がかかる、基本的には

やっぱり地元の方が管理するという中で整備していくとかといっ

た方針をとっているところでございます。

その一方で、観光客なり、そういう自然の中に行くときに、確

かにトイレがあればいいかなというお気持ちはわかります。それ

こそそれとともに、グレードの良いトイレということを求められ

るのかなとは思いますが、そういった方がどういう振る舞いをす

るかというと、綺麗なトイレに入りたい方というのは、これがい

いかどうかわからないんですが、どういう振る舞いをするかとい

うと、実際にはやはりコンビニのトイレを使うんですよね。例え

ばどっかに行こうとしたときに、やはりコンビニがあればそこの

トイレをという振る舞いをすることが。それはなぜかと言うと、

そこに公衆トイレがあっても、それを使う。公衆トイレが日頃か

ら常々毎日点検ができるコンビニのトイレと同じグレードを保つ

には、相当な経費と相当な努力が必要になります。ですので、そ

ういった周辺状況も踏まえて、公衆トイレがあれば来るかという

と、あってより良いものなら望ましいとは思いますが、トイレを

整備することによって、よりそれは望ましいことではあると思う

んですが、どこに力を入れていくかというと、やはりトイレとい

うのは、そこの観光施設に魅力があって、そのプラスアルファの

部分でトイレをどこまで整備するのかというのは検討していくべ

きものだと捉えておりますので、そういった検討を踏まえて、や

はりそこに何かしらのトイレが必要であると判断、また当然そこ

に充てる財源等が確保できれば、検討していくのかなというよう

は考えております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）なかなかそう簡単に「はい、作ります。」

とはいかないだろうなとは想像しておりますが、そういう面、い
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ろんな面からの必要性を検討していただけるということだと思い

ます。

三番目の点についてなんですけれども、先日６月11日に森町で

行われた「森町子育てフォーラム」で、現役の子育てをされてい

る若いお母さんたちや、そのご家族、例えばじいじとかばあばと

かが来られてご意見を伺ったんですけれども、その中で出たご意

見で、年代別に遊べる大きな公園、遊具があるような大きな公園

があるといいねというお声がやっぱり出ました。当然、そういう

ところのトイレには、オムツを替えることができるシートだった

り、子供を座らせておくシートがついていたりとかという子育て

に優しいトイレを作ったうえで、そういう公園とかがあると町の

魅力が高まるのになというようなことを思いました。子育て世代

を呼び込む目的と、観光で立ち寄る駐車場がたくさん併設されて

いるとか、そういう場所というのが森町にも必要じゃないかなと

思うんですが、そういう点は考えておられないか、今一度お尋ね

します。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）川岸議員のご質問が公園の整備にも及ん

だところがありますけれども、それについては、後ほど岡戸議員

からもご質問いただいていますので、そちらで詳しくお答えをさ

せていただきたいと思います。

今日いただいているご質問の中でも、安らげる場所も必要では

ないかというご質問もいただいています。それにつきましては、

最初の答弁で、現在策定中の小京都リノベーション推進計画の中

で検討をして参りたいというようにお答えをさせていただいてお

りますので、そのようにご理解をいただければと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）５番、川岸和花子君。

５番議員 （ 川岸和花子 君 ）わかりました。遠州の小京都というのは、

明治時代にもう既に志賀重孝さんが詠んでおられたということ

で、森町が栄えたのは信州への塩の道として、たくさんの人、文
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化が交流したために深い文化が今も残っていると思います。その

価値を更に高めるために、この遠州の小京都リノベーション計画

ということで、森町に来ていただく方に森町の良さをもっと知っ

ていただいて、また気持ちよく帰っていただくためにも、トイレ

の部分にも注目していただけたらなと思いまして、終了したいと

思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）ここで、しばらく休憩をします。

（ 午前１１時２２分 ～ 午前１１時３４分 休憩 ）

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

続いて、６番、岡戸章夫君。

登壇願います。

６番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）６番、岡戸章夫です。

通告のとおり、二問、混合方式にて、町長にお伺いいたします。

一問目は、「大規模公園の整備の可能性は」についてです。

従来より、主に子育て世代の方々から、大規模公園の建設整備

を望む声があり、先に行われた森町を語る会においても、同様の

意見が出されていたことが、広報もりまちにも掲載されていまし

た。町の答弁として、「新たな大規模公園整備は、子育て支援、

地域コミュニティ向上、魅力発信、防災面等のさまざまな観点か

ら、町全体における公園の配置、必要性を考慮して検討したいと

考えている。」との期待を寄せる内容ととれました。そこで、第

９次森町総合計画の期内に実現、もしくは着手の意欲はあるのか

伺います。

二問目は、「電動シニアカー利用に助成制度を」です。

ＳＤＧｓの考えのもと、町長からも、誰一人取り残さないまち

づくりを目指したいとの所信表明があったかと思います。森町で

は、交通の足として、町営バスの整備や通学環境の整備、運転経

歴証明書交付手数料の助成、公共交通利用券の助成、更には電動

アシスト自転車購入への助成金も始まり、幅広い支援がされてお

り、評価しております。
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そこでもう一つ、主に高齢者が利用される電動シニアカーへの

助成も必要ではないかと考えます。交通事故防止の観点から、自

動車免許証を返納された高齢者の方たちの多くは、車に乗れなく

なったことにより、家にこもることが多く、心身共に老いが早ま

る傾向があると聞いています。その対策の一つとして、電動シニ

アカーを利用することにより、今一度社会に出て、お達者な生活

が持続できるよう後押しをするために、助成金制度を設けられな

いか伺います。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）岡戸議員のご質問にお答えいたします。

初めに、「大規模公園整備の可能性は」について申し上げます。

令和３年度に実施しました森町を語る会は、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため、書面での開催となりましたが、「子育て

世代に魅力的なまちづくり」をテーマとし、子育て世代の皆さま

からさまざまなご意見やご提案をいただきました。その概要につ

きましては、広報もりまち令和４年４月号と５月号で掲載させて

いただいたところでございます。

その中で、公園整備に関するご意見が４件あり、その内、大規

模公園の整備についてのご意見もいただき、町として、「町全体

における公園の配置、必要性等を考慮して検討していきたい」と

回答させていただきました。

まず、町全体の公園緑地の現状について申し上げますと、太田

川親水公園を含む都市公園が11か所、森川橋ポケットパークなど

ポケットパークが５か所、庵山児童遊園地など児童遊園地が２か

所、そのほかに、町民の森や太田川ダムかわせみ湖周辺の彩り岬

をはじめとする環境エリア、宅地造成等で町に寄附された広場緑

地など、合計で75か所、面積は約73クタールあり、町民をはじめ

多くの皆さまにご利用いただいているところでございます。

公園の配置の点では、町の都市計画区域内には、都市公園や児

童遊園地などの広場緑地が配置され、また、都市計画区域外には、



- 38 -

太田川ダムかわせみ湖周辺の環境エリアや町民の森などが配置さ

れており、町を大きく都市計画区域内外で分けて見た場合、概ね

バランスのとれた配置となっているのではないかと考えておりま

す。

一方、公園整備の必要性につきましては、第９次森町総合計画

では、基本計画の中で、「住民のレクリエーションやコミュニテ

ィの場として、子供から高齢者、特に子育て世代まで幅広く快適

に利用できる公園や緑地の整備を図る」との目標を掲げておりま

す。

また、森町都市計画マスタープランでは、都市環境の基本方針

の中で、「生活に身近な公園・広場の整備・保全・活用を推進す

る」として、道路や公園など、都市活動を支えるうえで重要な役

割を果たす都市施設について、整備を推進し、適切に維持管理を

進めていくという方針を定めております。

更に、森町立地適正化計画におきましては、「居住や都市機能

の適正な誘導を図りコンパクトシティの実現化を目指す」として、

その取組と今後の方向性の中で、公園を含めた生活基盤の整備を

推進していくとの方向性を示しているところでございます。

議員ご質問の「大規模公園を第９次総合計画期間内に実現して

いくのか、もしくは着手の意欲があるか」についてでございます

が、まず、ご質問にあります「大規模公園」の定義につきまして、

都市公園法で、「大規模公園」とは、「１つの市町村の区域を超

える広域圏を単位として設置される公園で、１か所当り面積50ヘ

クタール以上を標準として配置する。」とされております。一方、

町が設置している公園の規模の現状を見ますと、天宮公園や大門

東公園など、遊具が設置された公園は、0.1から0.4ヘクタール程

度の規模となっており、都市公園法による区分といたしましては、

「街区公園」として位置づけられます。

ただ今申し上げましたとおり、「大規模公園」は法的には正式

な定義はございますが、一般的に、単に「大規模公園」と申しま
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すと、さまざまな受け取り方があるのではないかと思います。森

町を語る会のご意見に対する回答にあたりましては、町内の遊具

が設置されている都市公園の現状を踏まえまして、町としての「大

規模」は、１ヘクタール前後の規模を想定し、回答させていただ

いたところでございます。

議員のご質問に回答するに当たりまして、「大規模公園」の規

模の考え方といたしましては、ただ今申し上げました森町を語る

会のご意見に対する回答で想定いたしました規模を前提とさせて

いただきます。

まず、課題整理のため、近隣の袋井市や掛川市に規模の大きい

公園整備の経緯や整備手法を聞き取りましたので申し上げます

と、袋井市のみつかわ夢の丘公園につきましては、公共残土処分

地の跡地利用事業として整備され、面積約18クタール、事業費は

約９億３千万円、事業期間は５年となっております。同じく袋井

市の宇刈里山公園につきましては、中遠広域一般廃棄物最終処分

場の跡地整備事業として整備され、面積約６ヘクタール、事業費

は約５億２千万円、事業期間は５年となっております。また、掛

川市の22世紀の丘公園につきましては、ゴミ焼却場の建設に伴う

環境整備事業として整備され、面積約21ヘクタール、事業費は約

34億円、事業期間は７年となっております。いずれの公園も用地

確保におきまして、既存の公共用地等の活用がなされており、整

備完了までには、多くの事業費と期間を要しているとのことでご

ざいます。このように、近隣の大規模な公園の整備状況を見ます

と、整備には、多大な事業費や事業期間といった課題はもとより、

用地の確保も大きな課題となるのではないかと考えております。

ご質問にあります第９次総合計画の期間である2025年度までの

実現、または着手となりますと、用地の確保が最大の課題になっ

てまいります。この点を踏まえますと、早期の大規模な公園整備

に伴う用地確保の手段といたしましては、既存の公共用地を活用

するのが最も現実的かつ有力な選択肢になるのではないかと考え
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ております。

いずれにいたしましても、大規模な公園整備には、さまざまな

課題がありますが、町が政策課題として掲げている、子育て支援、

地域コミュニティ向上、魅力発信、防災対策などの点におきまし

て、必要かつ重要な施策でありますので、大規模な公園整備につ

いて課題を整理し、可能性も含め、具体的な整備方針を検討して

まいりたいと考えております。

次に、「電動シニアカー購入の助成制度について」申し上げま

す。

電動シニアカーは正式には電動車いすと言い、歩行が困難な方

の外出支援のための道具で、道路交通法上歩行者扱いとなり、歩

道を走行します。

電動車いすの利用形態の現状を申し上げますと、購入とレンタ

ルがあり、高齢者の場合、一般的にはレンタル利用が多いと思わ

れます。レンタル利用にも２つの方法があり、１つ目は、介護保

険サービスの福祉用具としてのレンタルです。介護保険サービス

では、電動車いすの利用対象者は要介護２以上の方となります。

しかし、要支援１、要支援２及び要介護１の認定者でも、「軽

度者に係る福祉用具貸与の例外給付届」の申請、承認により利用

が可能となります。利用料は、レンタルする車種によってレンタ

ル料が異なりますが、１割負担の方で月額1,500円程度から4,500

円程度です。２つ目の自費レンタルの方法です。自費レンタルの

利用を希望される場合は、介護認定を受ける必要がないため、直

接、業者からレンタルすることになります。電動車いすの利用目

的は、足が不自由となり歩行が困難になっても、自分で買い物、

病院受診や畑の見回りなどを行い、日常生活において自立した生

活を継続するためで、自宅に閉じこもりがちの高齢者には大変有

効に活用されています。また、障害者総合支援法の補装具費支給

制度では、重度の歩行困難者が使用により自立と社会参加の促進

が図られると判断され、電動車いすを購入する場合、その方の課



- 41 -

税状況に応じて本人負担１割又は負担なしで購入することができ

ます。

電動車いすの欠点としましては、ぬかるみや左右の傾き、急な

登り坂や下り坂、溝や段差のある場所などの条件の悪い道路では

利用が難しい点、また、重量があるため持ち運びが難しい点など

があります。

なお、電動車いすの利用にあたっては、専門業者から操作指導

を受け、同行運転練習を複数回実施し、安全性が確認されたうえ

で利用開始となります。

近年は、高齢者の運転免許返納の動きが全国各地で進んでいま

す。また、本年５月施行の改正道路交通法で高齢者ドライバーの

免許更新の手続が厳しくなり、免許を失効、返納する高齢者がさ

らに増えることが予想されます。

今後は運転免許返納で外出が難しくなった高齢者が、アクティ

ブな生活を継続するための近所への移動手段として、一人で気軽

に使える乗り物は有効であると考えますので、移動手段の選択肢

に電動アシスト付２輪・３輪・４輪自転車に加え、電動車いすの

利用を提案してまいりたいと思います。そのうえで電動車いす購

入費の助成制度の導入につきましては、先進事例を参考に検討し

てまいりたいと考えております。

以上、申し上げまして答弁といたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）６番、岡戸章夫君。

６番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）６番、岡戸です。

それではまず最初に公園の件について、再質問させていただき

ます。私も、今、町長の答弁からありましたように、まずは規模

の定義とか、また公園の形態の定義とか、まずそこら辺から入ら

ないと、中々議論が進まないかなと思って、それは理解しており

ます。

今、映しましたけれども、そんな中でごく普通という言い方は

あれですけど、子育て世代の保護者の方がイメージする公園とい
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うのは、大きく分けると二つぐらいにあるのかなと思います。か

なり大きな区分けですけど。これは磐田市の今之浦公園で、こち

らの非常に広い芝生の広場のところに、ちょっとした雨をしのげ

る形での建物があったり、その側にもっと小さい子たちが遊べる

ような遊具があったりというか、そういった公園を保護者の方は

イメージするのかなと思ったりもします。

もう一つは、これは袋井市の愛野公園ですけれども、愛野公園

にも頂上に行くと遊具があったりもしますけれども、どちらかと

いうと自然を生かした形で、子供たちが自分たちで遊びを考えな

がら自由に遊べるような公園とか、そういった形のイメージが大

きく二つあるのかなと思います。そういった中で、いずれにして

も保護者が安心して見守ってあげられるような公園を望んでいる

のかなと。それで、町長の説明にありましたように、この森町の

町内の中にある公園と違って、もう少し大きな公園を望んでいる

のかなと、そういった声を聞いております。どちらがいいのかと

いうのは一概に言えませんけれども、もし今後、そういった公園

整備も必要があって考えていくことであれば、そういったアンケ

ート調査、どんなものを町民が望んでいるのかみたいなことをや

る必要があると思うんですけれども、そういった考えについては

お持ちか、一つ伺いたいなと思います。時期はともかく、そうい

ったアンケートをとって、どういった公園の在り方を目指すのか。

そういう考え方がもしありましたら、お願いしたいと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）岡戸議員からの再質問で、公園を整備す

る場合にアンケート調査を行うつもりはあるかということでござ

いますが、先ほどの答弁でも申し上げましたように、まだ公園を

実際に建設するという方針を決定しているわけではございません

ので、その方針を決定する段階、あるいは決定した後、何らかの

形でアンケート調査になるのか。どういった対象に対してどうい

ったご意見を伺うのか、その手法はさまざまですけれども、その
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ような町民の皆さんの意向を確認するという段階も必要ではない

かなと、そのように考えております。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）６番、岡戸章夫君。

６番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）そうですね、あまり早々とアンケートを

とると、「お、いよいよ作るのかな」というような期待を逆に持

ってしまうのも、それもまた一つ難しい面があるのかなと思いま

すので、そういった計画が具体的に進めるようになれば、ぜひそ

ういった意向をくみ取っていただきたいなと思います。

それと、最初の答弁にもありましたように、防災面の観点から

というのも、やっぱり公園の作り方によっては非常に意味を成し

てくると思いますので、そういった大規模な災害が起きたときに、

現状の避難場所とか避難所、場合によっては仮設住宅を建てると

かそういったときに、設計の内容によってはそういった公園もそ

ういったときに活きてくるんじゃないかなと思いますので、また

そういった観点からもぜひ考えていただきたいなと思います。

最初の答弁で全く作る予定はないよという意味でも無いようで

したので、第９次総合計画の中では無理としても、次の第10次に

なるのかな、そういったところで織り込んでいただければありが

たいかなと思います。

次に、電動シニアカーについてです。これについては、先ほど

町長からも少し説明が出たかと思いますけれども、一般的によく

シニアカーと呼んでいますけど、ハンドル型の電動車いすとジョ

イスティック型電動車いすと大きく２種類があるとのことです。

右側がよく見かけるハンドル型のもの、左側がジョイスティック

型ですのでちょっとゲームをやるような、スティック型のものが

あるとのことです。ここからは、両方を含めてシニアカーと呼ば

せていただきたいと思います。

平成30年の９月議会で、当時の鈴木拓治議員が「交通弱者の観

点から、シニアカーを町内会に導入をしたらどうか。」という一

般質問をされていますけれども、その視点に加え、今回私が重視
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しているのは、フレイル予防の観点からです。実体験として私の

父もそうでしたけれども、近隣の高齢者の方も、免許証を返納し

て車に乗れなくなってから家から出る機会がめっきり少なくな

り、その後、老いが早まったと聞いています。いわゆるフレイル

状態をいかに防ぐか。そして、その手段としてこのシニアカー、

電動車いすは大きな力になるのではと考えているわけです。そう

したことが、今回の大きな趣旨です。

まず、運転免許証の返納の推移はどうなっているかといいます

と、令和３年の全国の運転経歴証明書交付件数は、44万4484件。

それから、静岡県の交付件数は、1万8137件とデータが出ており

ます。ここで質問ですけれども、森町での免許証返納の数、経歴

証明書の交付件数分の実績が、もしわかりましたら教えていただ

きたいんですけど。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）平田福祉課長。

福祉 （ 平 田 章 浩 君 ）福祉課長です。岡戸議員の質問にお答え

課 長 させていただきます。

森町における免許証の返納者の数でございますけども、返納者

につきましては、平成28年に68人、29年に77人、平成30年に69人、

令和元年に118人、令和２年に71人がそれぞれ返納をしてござい

ます。

それから、運転免許の経歴証明書の交付手数料助成事業という

ものが森町にありまして、この申請者数ですけども、平成29年度

が56人、平成30年度が67人、令和元年度が88人、令和２年度が77

人、令和３年度が63人となっております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）ここで、しばらく休憩をします。

（ 午前１１時５９分 ～ 午後 ０時５９分 休憩 ）

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

６番、岡戸章夫君。

６番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）６番、岡戸です。
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午前中の福祉課長の答弁で、免許を返納された方の人数、それ

からその際に証明書の交付の制度を利用した方がだいたい60人か

ら7、80人の方が森町でも毎年いるよという回答でした。この免

許の返納をした方と、実際にフレイルとの因果関係という詳しい

データを私探してみたんですけれども、まだちょっと見つからな

かったものですから、その代わりに経産省が2020年に電動車いす

について実証実験を行っていまして、それを紹介したいなと思い

ます。

こんな形で、「乗ろうよ、電動車いす」という形で実証実験を

募集して、京丹後市、それからつくば市、調布市、横浜市、それ

と静岡市がこれに参加していて、興味深い結果が出ていたので、

全部は紹介できませんけれど、かいつまんでちょっとお話したい

と思います。このような形で、実証実験レポートがされておりま

す。これは、つくば市での実際に実証実験をやっているときの様

子。実際にシニアカー、車いすに乗って、それをいろいろ感想と

か使い勝手をレクチャーしている様子です。

先ほどもちょっと話に出しましたけれども、加齢による身体機

能の変化ということで、健常者が段々体力的に衰えてきて、免許

を返納する。運転免許あるなしに関わらず、身体に障害が出てき

て、要支援、要介護を受ける間の期間、フレイルという状態の期

間があると思うんですけれども、特に先ほど来私が注目している

のは、免許を返納した後、このフレイルの期間がすごく早まって、

一気に要介護とか、要支援に至ってしまう。ですので、このフレ

イルになるところの間をいかに防止する、間の期間を長くとるか

で、本当にもう電動車いすにも乗れないようになったら、またそ

れはそれで今森町でも支援しているようなタクシーとかバスと

か、そういったものを利用してもらうということで、ここのフレ

イルのところに注目しているわけで、こういった実証実験でもこ

ういったところに着目をしているということがわかります。

それで、実証実験の結果、実際に使った方にどんな変化が見ら
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れたかというのがグラフに示されています。左の方は、精神的な

影響ということで、肉体的、身体的、精神的な増加が見られたと

いうことで、増加というのは、能力の維持がアップしたというこ

とですよね。実証前よりアップした、良くなったという結果が出

されています。右は、それに伴って意欲とか行動の変化はどうで

したかというグラフで、８割以上の方が自分で外出できるという

自信が持てることに役立つと回答したということで、とても役に

立った人が48パーセント、まあまあ役に立ったという人も36パー

セントで、８割方の人が自信が持てるようになったという、ここ

が大事かなと思っています。

免許証、長らく車に乗っていた方というのは、やっぱり特に昭

和とか、大正、昭和を経て、ずっとある意味生活の中に車がずっ

とあった世代の方がそれを奪われると、精神的にやっぱり落ち込

んでしまうと。そういったことから少しでもそういった電動車い

すを使うことによって、外に出る、外の人たちと触れ合うとか、

買い物なんかもそうだと思うんですけれども、そういったことが

これから窺えると思います。

そこで、福祉課長にお伺いしますけど、このフレイル防止の観

点からも、まだデータ的には出ていないですけれども、私は有効

かなと思うんですけれども、こういった電動車いすを積極的に使

う、それに対して導入を支援していくという考えについてはいか

がでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）平田福祉課長。

福祉 （ 平 田 章 浩 君 ）福祉課長です。岡戸議員の質問にお答え

課 長 をさせていただきます。

高齢者につきまして、福祉課においてそれぞれいろんな相談が

来ております。本人から相談に来る場合、それから免許証を返納

した方の家族から相談に来る場合、これから免許を返納したいけ

どもどうだというような相談に来る場合、いろんな方が来ます。

その中で、やっぱりアクティブシニアの方については、町長の答
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弁でもありますように電動アシスト自転車であるとか、電動車い

すの利用について、うちでは有効と考えておりますので、免許証

返納された方については、それのご紹介を現在もしておりますし、

今後についても引き続きしていきたいと考えております。以上で

す。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）６番、岡戸章夫君。

６番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）福祉課でも従来より地域包括システムの

取組の下、高齢者の方たちの居場所づくりにも力を入れてきてい

ただいておりますけれども、そういった居場所までもやっぱり行

くのになかなか足がないと、そこまでたどり着けないという方も

多いので、そういった意味でもこういった電動車いすが活用でき

れば、そういった居場所まで行って、自分で出向いていって、み

んなと会話したり、楽しい時間を過ごすということができる。そ

ういったことが電動車いすを利用することで、もっと活発にでき

たらいいなと私も思っています。

次に、実際に車いすを導入すると、どのくらいの費用がかかる

のかなということで、先ほども町長からの答弁もありましたよう

に、ここでお話するのは、要介護とかの制度を使うんじゃなくて、

自分がまだ免許証返したけど元気だよと、そういった自費で購入

する場合のことについてです。半分ぐらいの方が、ここで車いす

の価格は高いと感じますかということで、はいと答えております。

どんな方法で利用したいですかというと、有料のレンタルが49パ

ーセント、有料のシェアリング、仲間で数人で使う、使ってみた

いねとか、実際に商品自体を購入したいという方が23パーセント

ということで、なかなか電動車いすも、海外製のものから日本製

のものから、価格帯の幅がいろいろあると思うんですけれども、

概ね日本製の、いわゆる皆さんが知っておられるようなメーカー

の製品ですと、25万から35万ぐらい、そのような価格帯なので、

なかなかいいと思っていても、購入するにはちょっと二の足踏ん

でしまうとか、そういったことがやっぱり実際、良いとわかって
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いても、そこが一つネックかなと思っております。

そういった意味での今回の助成事業の話なんですけれども、全国

で導入している自治体はあるかなということで検索してみました

ら、何件か見当たりましたので紹介したいと思います。群馬県の

千代田町というところで、人口が1万1000人位の町です。購入費

の３分の１、上限が12万円の補助をやられているということで、

管轄は住民福祉課というところが管轄されていて、実績はどうで

すかとお聞きしたところ、やはり１年で大体４台から５台くらい

の利用者の方がいるということ。２番目のところで、群馬県の安

中市ですけど、こちら5万5000人の市ということで、購入費の３

分の１、上限が10万円ということで、こちらは令和４年から始ま

った事業なので、まだ実績はこれからですよと。それから、３番

目の岐阜県の輪之内町、こちらは9400人の町で、購入費３分の１、

上限10万円ということで、こちらも令和４年、今年の４月から始

まった制度ということですけれども、今のところお問い合わせが

２、３件来ているよというような話でした。それから、鳥取県の

大山町。こちらも1万5500人の町で、購入費２分の１、上限10万

円ということで、こちら実績は確認が取れませんでした。概ねこ

のような形で、実際に自分で購入する際の費用に対して、このよ

うな形で補助されているということで、このようなこともわかっ

てきました。ですので、先ほど町長から提案していきたいという

非常に前向きな答弁いただきましたけれども、まだ制度設計につ

いては、これからということでよろしいでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）平田福祉課長。

福祉 （ 平 田 章 浩 君 ）福祉課長です。岡戸議員の質問にお答え

課 長 をさせていただきます。

制度設計についてはこれからかという質問でございますけども、

岡戸議員ご質問のとおり、今後制度設計については考えていきた

いという段階でございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）６番、岡戸章夫君。
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６番議員 （ 岡 戸 章 夫 君 ）６番、岡戸です。

それでは、この件について私もいろいろ調べるに当たって、実

際製造、それから販売メーカーであるスズキ株式会社さんにちょ

っと伺ってみました。スズキさんに問い合わせた内容は、電動シ

ニアカーの市場動向と今後のニーズということで、免許の返納に

当たって、やはり次の手段ということでシニアカーの需要が伸び

ると考えているということで、先ほど町長の答弁にありましたよ

うに、今年５月の道路交通法改正によって、高齢者の方の免許証

更新のハードルが上がったということで、より返納される方が多

くなり、今後の需要、ニーズは高いのかなということをおっしゃ

っておりました。それから、スズキさんですとセニアカーという

製品名ですけれども、レンタルとか介護とか、販売状況について

ということをお伺いしましたところ、数字については、公表はし

ていませんということでありましたけれども、年々増えているよ

ということでありました。それから、森町の方がもし購入する際

の販売ルートについてはどうですかというような話を聞きました

ところ、スズキさんであればスズキさんの自動車の販売店のとこ

ろで購入いただけますよということで、また取り扱いの説明とか、

取り扱いのデモなんかもやってくださるということで、気軽にご

相談くださいということでありました。国や県の補助金制度につ

いてはありますかということをお聞きしたところ、国や県での補

助金制度については、まだ聞いたことがないということでありま

したけれども、先ほど説明したように、各自治体それぞれで制度

を導入しだした自治体は出てきていますよという話でした。

それと、私スズキさんの営業するわけでもないので、ちょっと

公平性をとって、ヤマハさんにも開発の方に少し現況を聞いてみ

ました。ヤマハさんでは、現在のところこの電動アシストの車い

すは、これはもう既に販売されていますけれども、シニアカーの

ようなタイプのものはまだ発売されていませんと。これは一応プ

ロトタイプといいますか、試作開発中の電動シニアカーになりま
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すよということで、ヤマハさんでも市場調査とか、実際にビジネ

スで成り立っていくのかというところを、今研究しているという

ことでありました。ヤマハさんの調査の中で非常に面白いことを

言っておられたのは、我々が感覚では、免許を返納したら電動ア

シスト車いすを利用したらどうだということを進めるんです。僕

らも進めるんですけど、そうすると、ご本人たちはあれに乗った

らもう終わりだよという感覚を持っておられる方が非常に多いら

しいです。何か急におじいちゃんになっちゃったみたいな感覚を

持っておられる方が非常に多いらしくて、そういった精神的とい

いますか、そういったところを変えていかないと、なかなかユー

ザーは増えていかないのじゃないかなということであったんで、

そういった思いもあって、ヤマハさんはちょっとスポーティなと

いいますか、こういったデザインを考えているのかなと思ったり

もしました。

そういう形でいろいろ調査していくと、まとめますとやはり今

後、返納者は確実に増えてきて、それに伴って中にはフレイルに

早く陥ってしまう方もいるんじゃないかなと。それをやはり防止

するために、社会性を持って元気にお達者で過ごしていただく、

そういったことが大事かなと思います。

それで、最後の質問となりますけれども、最後質問で終わるル

ールですので、今日ちょっと教育長にお伺いしたいんですけれど

も、突然振りますけれども、生涯学習という観点から、誰もが老

いても最後まで社会性を持って、いきいきと暮らせる環境をつく

ることが、社会教育という観点からも異論はないかと思いますの

で、教育長からも、ぜひこういった制度を利用していって、家に

閉じこもることなく元気に社会性を持って過ごしていただきたい

ということを、ぜひ応援していただきたいんですけどいかがでし

ょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）比奈地教育長。

教 育 長 （ 比奈地敏彦 君 ）教育長です。
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今の岡戸議員のご質問等でございますけども、子供の間にそう

いう啓発という部分を踏まえると、一応ご存知だと思いますけど

も、高学年になると、また中学校になると、小学校では福祉教育

というのをやっています。それで例えばの例でいきますと、天竜

厚生会へ行ったりという部分の活動の中で福祉体験というのをや

っておりますので、ここに提示されてるような車いす、または電

動云々ということですかね、全員の子が経験しているかわかりま

せんけども、その部分では体験をどの学校でもやっております。

ですので、これから自分たちも高齢になる云々というのと、ご家

族の中でのおじいちゃん、おばあちゃんの対応とか、そういうこ

とを考えてくると、やはり子供にそういう考え方を植え付けるじ

ゃないですけども、そういう時代が来るよというような教育につ

いては、今もやっておりますので、今日ご指摘していただいたよ

うなことも踏まえて、再度また学校でも話題にあげていただける

ように指示をしたいと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）ここで、しばらく休憩をします。

（ 午後 １時２１分 ～ 午後 １時３０分 休憩 ）

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、１１番、西田彰君。

登壇願います。

11番議員 （ 西 田 彰 君 ）11番、西田彰です。

私は、二問質問をさせていただきます。

最初に、「森町における発達障害児等の現状把握と、東遠学園

が森町に開設予定の第４めばえの進捗状況について」お伺いしま

す。

子供を授かり、喜びと不安、安心して子育てをするうえで、行

政の果たす役割は非常に重要と考えます。特に、発達障害等が見

られるお子さんを育てる親御さんにとって、相談窓口の適切な対

応が求められており、更には、成長に伴い保育環境の選択にもぶ

つからなければなりません。一般保育、幼稚園に通えないとなる
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と、障害児者通所施設へとなり、親御さんの負担は大きなものに

なります。森町の障害児者保育及び環境は、３市１町運営の東遠

学園に長く依存してきたことから、当事者意識に欠ける部分があ

るのではないでしょうか。伺います。

１ 発達障害児者等の現状把握とその対応はどのようになって

いるか。

２ 森町での第４めばえ開設の進捗状況はどうなっているか。

二問目、小中学校の女子トイレへの生理用品の設置について。

ジェンダー平等が言われています。男女雇用機会均等法、男女

共同参画推進が求められて久しいわけですが、一向にその格差は

縮小したと言えるものではありません。今回の質問は、ジェンダ

ー平等と振りかぶったものではなく、思春期の女子児童、生徒に

共通する女子ならではの悩み（全ての児童生徒とは限らないが。）

に、学校での生理で困っていないかと考えたときに、すでに全国

ではかなりの高校を含め、小中学校でトイレへの生理用品の設置

が進んでいると聞きました。利用した児童生徒からは、心配事が

減り、安心すると感想が寄せられているとのことです。伺います。

トイレへの生理用品の設置を進めるべきだが、どうでしょうか。

この二問を質問いたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）西田議員のご質問にお答えいたします。

初めに、「森町における発達障害児等の現状把握と、東遠学園

が森町に開設予定の第４めばえの進捗状況について」申し上げま

す。

一点目の「発達障害児等の現状把握とその対応はどのようにな

っているか」についてですが、森町では、お子さんが生まれてか

ら３歳まで半年ごとに健診や相談を行い、お子さんの身体及び発

達の状態と母親からの聞き取りをもとに、発達障害が疑われるお

子さんの把握に努めております。発達障害児の割合は１学年6.5

パーセントと言われており、発達障害の傾向があるお子さんも含
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めますと、森町では１学年当たり20人程度のお子さんが要支援の

対象となります。このため、支援が必要なお子さんには早期療育

が有効なため、１歳６か月児健診や２歳児相談を通じて、発達相

談や療育教室を勧めております。

しかし、１歳、２歳児の小さなお子さんの発達の遅れや特性、

早期療育を親御さんが受け入れることはとても難しいことで、発

達相談や療育支援を拒否される親御さんもいらっしゃいますの

で、定例の健診、相談以外にも訪問や電話相談など個別に対応し、

親御さんの気持ちに寄り添った支援を心がけております。このよ

うに早期療育につながるためには、丁寧な支援が欠かせません。

このため、町では１歳児から通うことができる一次療育（ぽっぷ

こ～ん）にも力を入れ、親子で気軽に楽しく通え、療育支援が受

けられる場を提供しております。その中でより丁寧な療育支援が

必要と思われるお子さんについては、東遠学園が運営するめばえ

の二次療育（親子教室）を勧めております。

めばえ就園にあたり、町とめばえとで就園支援委員会を開催し、

療育支援が必要なお子さんについて、めばえ毎日通園や並行通園

など検討をしております。対象となるお子さんは、毎年30人から

40人ほどおり、就園後も発達相談を継続し、専門的かつ具体的な

助言を通し、家庭や幼稚園・保育園と協力してお子さんを支援し

ております。

二点目の「森町での第４めばえ開設の進捗状況はどうなってい

るか」について申し上げます。

町が構成市町の一員となっている東遠学園組合は、「児童発達

支援事業」を実施し、発達の遅れや障がいの特性により、地域の

幼稚園・保育園に通うことのできない乳幼児期におけるお子さん

が、早期にその困りごとに気づき、その困難を乗り越えやすくし

たり、周囲の支援を受けるための方法を学ぶ支援を行っておりま

す。この支援を提供する通所施設は、平成５年度に「こども発達

センターめばえ」を掛川市内に、平成24年度に「こども発達セン
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ターみなみめばえ」を御前崎市内に、昨年４月に「こども発達支

援センターきためばえ」を菊川市内に開設し、運営しております。

こうした中、対象となるお子さんは年々増加傾向にあり、定員

拡充を早期に取り組むべき課題として、東遠学園組合において検

討が重ねられてまいりました。令和２年度には、森町内に第４め

ばえを令和６年度に開設する計画が立てられ、敷地を開設地の自

治体である森町が用意し、建物を東遠学園組合が整備することと

されました。令和３年度に入り、町では既設、新設両面で森町及

び掛川市北部のお子さんが通園しやすい敷地を選定しておりまし

たが、構成市町の少子化に伴い計画の見直しが実施されたことに

より、一時選定を中止しておりました。その後、計画の見直し結

果により、既設建物に絞って選定を進め、現在、地権者等と交渉

をしております。町としましては、令和６年度に第４めばえが開

設できるよう敷地を確保し、東遠学園組合が行う建物整備を支援

してまいりたいと考えております。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）教育長、比奈地敏彦君。

教 育 長 （ 比奈地敏彦 君 ）次に、「小中学校の女子トイレヘの生理

用品の配置について」、私、教育長から申し上げます。

議員ご案内のとおり、生理用品に関わる課題として世界的に「生

理の貧困」の問題意識が高まり、国内においても内閣府の「男女

共同参画局」において、男女共同参画社会の実現に向けたさまざ

まな取組を行う中で、女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会

の実現に向け、女性の健康に関する知識の向上や生理用品提供に

向けた検討等、事業が実施されているところでございます。

森町の小学校におきましては、保健指導といたしまして、４年

生、５年生の女子児童を対象に初経指導を行い、生理への正しい

知識を身につけるよう指導するとともに、急な事態にも対応でき、

安心して学校生活を送ることができるよう、保健室には100個程

度の生理用品を常備しております。また、校外活動時においても、

引率教論が使用が必要となることを想定して、必要個数を準備し
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て活動を行っております。

中学校におきましても、生活指導といたしまして、年度始めに

各学年の女子生徒に、トイレでの生理用品の使い方や正しい対応

を指導するとともに、小学校と同様な準備、対応をしております。

保健室に設置している生理用品の利用実績は、小学校の保健室

では年間20個程度、中学校においては10個程度が利用されている

状況で、家から持参をしてくるのを忘れてしまったり、急な体調

の変化のためというものが主な利用の理由でございます。

議員ご質問の「トイレヘの生理用品の設置について」でござい

ますが、現在、小中学校では生理用品の設置、管理は保健室にお

いて行っております。保健室で生理用品の衛生的な管理を行うと

ともに、配布時に養護教諭と言葉を交わすことで、物的に生理用

品を受け渡すだけでなく、配布の申出をする児童生徒の家庭状況

や些細な変化を会話や態度から捉え、生活指導へ繋げる機会とし

ております。

しかしながら、現在のように保健室だけを生理用品の保管場所

としていることを鑑みますと、毎回、養護教諭に申し出ることに

抵抗があったりするなど、保健室へ生理用品をもらいに行きにく

い児童生徒がいることも想像されます。

現在、経済的な理由や家庭環境を理由として、生理用品の確保

が困難な状況にある女性や子供の「生理の貧困」が社会問題とし

て取り上げられていることから、教育委員会社会教育課では、男

女共同参画社会実現の取組の一つとして、今年度、町内の中学生

の実態を把握する調査を計画しております。具体的な取組内容は、

中学校の女子トイレに試験的に生理用品を配置するとともに、女

子生徒全員を対象にアンケート調査を実施し、利用状況やトイレ

への配置の必要性を把握するものでございます。１学期中に養護

教諭を交えて各中学校と実施に向けた準備を行い、２学期から生

理用品を試験的にトイレヘ配置していくことを予定しておりま

す。
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まずは、この調査結果を基に現状とニーズを把握し、今後どの

ような支援や取組が必要か検討してまいります。

今までの小中学校での保健指導の取組と併せ、必要な児童生徒

が生理用品を入手できる環境づくりに向けて検討をすすめること

により、更に安心して学校生活が送れるよう努めてまいりたいと

考えております。

以上、申し上げまして答弁といたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）11番、西田彰君。

11番議員 （ 西 田 彰 君 ）１番の発達障害児の現状把握の質問でご

ざいますが、私がこの質問をするきっかけとなったのは、４人の

お子さんを育てるお母さんで、３人のお子さんは元気に小学校に

も行っています。しかし、一番下の子が１歳半のときに、ちょっ

とこれうちの子おかしいんじゃないかなというように思ったと。

先ほど答弁の中に１歳半、３歳とかと半年ずつ相談に乗っていた

ということで、お母さんも相談に行ったと。ちょっとうちの子、

私の他の兄弟の子とはちょっと違います。ところが、受付で相談

に乗ってくれた職員が、もう少し様子を見てくださいと。行くた

びに言われて、もう３歳になってしまった。結局、幼稚園には上

がれない状況のお子さんです。本当にそのときに、そのお母さん

はいろいろ磐田や浜松の状況を調べて、また友達に聞いたりした

ら、すごい対応がいいよと、そのように言われたと。それで、ど

うして森町は相談体制というか、もっと寄り添ったあれになって

くれないのかねって言われました。

それは先ほども言ったように、私は東遠学園という本当に頑張

っているそういった施設があって、そこにやっぱりあまりにも森

町が頼ってしまっていたのではないかなと。当然、東遠学園の職

員もその相談の中に入る機会もあったようですけども、なかなか

お子さんの状況をしっかり把握してもらえなんだというように言

っておられます。今、毎日杉谷まで、めばえまで送り迎えをやっ

ています。お母さんとしてみると、本当に大変。朝にスピードを
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出して行くんでちょっと心配しますけど、そういった状況をやっ

ぱり見ると早く、もう３年前にも森町にできるということで期待

をしていたんですけど、今町長の答弁では、選定を少し中止した。

なぜ中止したのかな。人口が減っているというか、そのニーズは

もう増えているというのは確実だったんですよね。だから、菊川

へも第３ができた。森町も作りましょうとなった。どうしてそこ

で中断したのかとお聞きします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）平田福祉課長。

福祉 （ 平 田 章 浩 君 ）福祉課長です。西田議員の質問にお答え

課 長 をさせていただきます。

中止した理由についてでございますけども、先ほど町長が述べ

ましたとおり、令和２年度に森町内に第４めばえを令和６年度に

開設する計画が立てられました。令和３年の３月の東遠学園の定

例議会でもって基本設計の予算が認められて、令和３年度がスタ

ートをしました。それに伴いまして、森町とすると場所の選定を

進めていたわけでございますけども、選定の最中に構成市町の少

子化の状況が著しいというようなことがございまして、計画の見

直しになりました。一時選定を中止していた期間ですけども、４

月から８月までの５か月間中止をしていたというものでございま

す。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）11番、西田彰君。

11番議員 （ 西 田 彰 君 ）ここに第５期障害福祉計画、第１期障害

児福祉計画、そして令和３年３月に同じような福祉計画が作られ

ています。この中でも、障害を持った方が本当に増えているとい

うことを謳っています。年々増えていると。そういった中で、そ

ういった選定をしていく中で、人口が減ったからというのはちょ

っと私はおかしいなと、この中では増えていると言っているのに。

人口全体では減っているかもしれんけども、障害を持った方が増

えているということは、もう明らかですよね。ですから、そこで

やっぱり事業を少し３か月、４か月止めていたというのは、どう
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してなのかなと思ってしまうんですが。それで、この障害児福祉

サービスの見込と確保の方策というのは、全く中身がそんなに変

わっていない、ザッと細かく読んでみると。国が求めているこの

計画を作りなさいと言われて、これ新たにまた更新しているんで

すけど、中身はほとんど、特に障害児に関する部分は、本当にペ

ージが３ページから４ページ多くなっただけで、新たな計画とい

うのがあまり目新しいものがない。施設も、そういった事業をや

る事業者に協力をしたり連携を図ったりするよというだけで、そ

れはちょっとね、こういった計画を立てるに当たっての独自性と

いうか、森町がこうするというのは全くこれでは見られないんで

すよね。それだもんで、本当にこの計画を読ましてもらっても残

念だなって思ってしまいます。

これも、子育て、子供支援新制度の施行ということで、障害児

支援の充実についてというのを出してます。これに沿ってこの計

画が作られてきたと思うんですけども、もう少し一般の健康児の

子供たちと共に、町長が何回も言うように、やっぱりこの森町で

誰もが健やかに安心して森町で暮らせるという立場を、やっぱり

町としてもしっかり捉えてもらって。ただ上っ面のその計画とか

理念ではなくて、やっぱり町として誰にでも優しく安心して暮ら

せる町というものを作るためには、やはりそういうのはしっかり

とした計画を立ててもらいたいなと、こう見ると感じてしまいま

す。

令和６年に開設がされるということで、これ以上のことは聞き

ませんけど、まだまだはっきりしたところまでは行ってないよう

ですので。ただ、そこに子供が生まれて、本当にお父さんお母さ

んはちょっと辛いかもしれんけども、そこへ預けなければならな

い、お願いしなければならないというお子さんを授かったときに、

しっかりした支援体制を作ってもらわないと。もうちょっと様子

見てくださいというだけじゃ、それはちょっとね。初めてのお母

さんなんか、余計そうだと思いますよ。そのお母さんとしては３
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人も育てていたから早く察知できたんだけど、残念ながら適切に

行かなかったというように本人はそう言っていますので、辛かっ

たと言っていますので。そこら辺をやっぱり課の中でも専門の方

がおられると思うので、協力して、担当課、担当の窓口だけに任

せるではなくて、そういった専門員とも協力し、しっかり連携し

てやってもらいたいなと思います。そこら辺の連携というのは、

どのように構築していくのかをお聞きします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）平田福祉課長。

福祉 （ 平 田 章 浩 君 ）福祉課長です。西田議員の質問にお答え

課 長 をさせていただきます。

まず最初に、先ほどの回答が説明不足であったと思われますの

で、改めて追加で説明をまずさせていただきます。計画を中断を

した令和３年４月から８月につきましては、森町の人口減少に伴

ってということではなく、東遠学園組合として計画を一回中止し

て計画の見直しをしたということでありまして、森町の人口が減

少したから森町が単独でどうのこうのではなく、御前崎、菊川、

森町、掛川、この３市１町の状況を踏まえ、東遠学園組合として、

３市１町として全体の計画を見直したということであって、森町

がそのときに森町だけ計画を中止したとかということではないの

で、そこのところをまず説明をさせていただきたいと思います。

令和２年に考えました令和６年４月の開設が遅れるという計画で

はなくて、計画の進捗の中でそういう状況が起こったということ

で、現在も町長が答弁しましたとおり、令和２年に決定をしまし

た令和６年度の開設につきましては、そこの計画に向けて進んで

いるということですので、その点についてはまず理解をしていた

だきたいと思っております。

障害児の計画につきましては、３年に１回の見直しで計画をし

ております。３年経ったときに、地域の状況、国の状況が変わっ

ているかということになりますと、３年で大きな変化が、計画に

書いている内容については修正をし、追加をし、削除する部分も



- 60 -

あったかと思いますけども、３年の計画ですので、計画ごとに大

きくガラガラと変わるものではなく、今まで継続してきた重要な

事業ですので、その事業を継続しながら、必要なところを足して

いっているということですので、計画自体３年ごとに見直す計画

について、大きく変わる場面が昨年度の段階ではなかったという

ことですので、町とすれば、町長が申しているとおり、誰も取り

残さないというようなことで取組はしていきたいということで、

計画の業務量も増やしていっていると考えております。

具体的に相談であるとか、健診であるとかの業務においてお子

さん等の相談とかでございますけども、これについては、町の職

員の対応が少し足らなかったという部分があったかと思います。

ですので、この点につきましては、改めてお子さん、親御さんの

立場に立って、寄り添うような対応をしながら、その中から子供

さんの育ちにくさ、育てにくさについてしっかり聞きながら、そ

れからその子供さんの行動、発言等も聞きながら、必要な事業、

サービスに繋げていきたいと、そのように考えております。

西田議員のおっしゃっていた子供さんにつきまして、２歳のと

きに森町が実施をしております一次療育の「ぽっぷこ～ん」には

参加をいただいておりますし、２歳８か月のところではもう既に

めばえの親子教室にも参加をし、３歳から毎日通園をしておりま

すので、西田議員から聞くまでは、私たちとしましては適正に療

育に早くから繋がっていたかなと、そのように理解をしておりま

したけども、今回改めてそこについてなかなか親御さんの気持ち

に寄り添えなかったということがあったということですので、今

後は更にそこら辺注意をしながら対応をしていきたいと、そのよ

うに思います。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）11番、西田彰君。

11番議員 （ 西 田 彰 君 ）一般の摩耶さんとかときわさん、保育園

も条件によっては受け入れるということも、一般保育園というか、

受け入れて欲しいというのは、国も何か通達出しているみたいで
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すけど。なかなかこの障害を持っている方の子供の、もう本当に

幅が広いというか、軽い子からある程度重い。じゃあその判断を

普通の保育園に行けれるのか、もうちょっとめばえさんにお願い

しなきゃねと、そのニーズに応えたあれでいくと、ときわさんや

摩耶さんというのは、そういったお子さんを受け入れるというよ

うな体制は作れないんでしょうかね。つまり、めばえまでは行か

なくてもいいけどというような、そこら辺その１人に対して保育

士さんとか、国の支援する制度があるんですよね。保育園とする

と、かなり仕事量が増えたり人の確保も必要になってはくるんで

すけど、本来は健常の子供さんと一緒になって過ごすというのは、

障害を持った方、お子さんもそれに伴って成長していくというの

で、本当は相乗効果があるということを言われているですけど、

その辺そういったことを考えるということは、今のときわさんや

摩耶さんではちょっと無理ということでしょうかね。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）朝比奈健康こども課長。

健康こども （ 朝比奈礼子 君 ）健康こども課長です。西田議員のただ

課 長 今のご質問にお答えします。

実際に就園に当たりまして、幼稚園年齢なので３歳のとき、３

歳までの間というのは、保育園に通っているお子さんとか、それ

からそれ以前にめばえの親子通園に通っていらっしゃる方とかい

らっしゃるんですけども、３歳になる時点で、例えばどこの園に

とか、めばえの療育を受けた方がいいのかということで、めばえ

と町とでめばえの就園委員会というのがございまして、そこでこ

の子はどういう処遇がいいだろうかということを、いろんな角度

から決定をしております。

実際にめばえには通う、例えば親子通園、それから並行通園し

なくても大丈夫だろう、園で見ていくのが大丈夫だろうというこ

とであると、例えば幼稚園、それから今おっしゃった保育園、摩

耶さん、それからときわさんにそこでお願いをして保育をしてい

ただくって形になります。実際に保育をする中で、ただやっぱり
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いわゆる一般の子と少しなかなか集団生活が難しいというような

点がございますので、その中で更にめばえの保育所等訪問支援と

いうのがございまして、年間にそのお子さんの様子を見ながら、

めばえの職員が園に行き、その子の様子、それから保育者の支援

の仕方等について指導していただくというようなこともございま

すので、全く受入れをしないということではございませんが、そ

こで実際に療育の適切な道を就園委員会で決めているというよう

な現状でございます。以上となります。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）11番、西田彰君。

11番議員 （ 西 田 彰 君 ）この障害児のことに関しては了解いたし

ましたので、今後、窓口においても、また健康こども課、福祉課

の両方がやっぱり協力してもらって、大きくなってくると今度教

育委員会ということにもなりますけども、お願いしたいと思いま

す。

それでは、二問目の小中学校の女子トイレへの生理用品ですが、

教育長から今答弁ありましたように、まずアンケート調査をして、

実施ができるかどうかということを調査したいということで、前

向きの答弁をいただきました。

私が質問を出したときに、それこそ担当課とかでもいろいろ調

べてあったと思うんですが、一つここで紹介したいですけど、愛

知県の東郷町では、昨年、小学校中学校の子供たちがこういった

議場に来ていただいて、町長と子供議会を開いた。その中で、Ｓ

ＮＳで知った小学校６年生の女の子が、日本においても生理用品

を買えない人がいるということを知ったと。それと、生理用品を

持ち歩くのが恥ずかしい。夜用をつけたまま学校で一度も替えな

い人もいるということを知ったと。そういう質問をきっかけに、

この提案を受けて、町内にある企業、工業団地の協同組合から50

万の寄付があり、それで設置が実現した。その東郷町長さんは、

私もいろいろ勉強させていただき、生理だけでなく、生理前症候

群の存在など、男性の皆さんにも広く知っていただくことが、女
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性支援の第一歩になるのかなと思っていると。子供たちには、安

心して大切に使ってもらえばそれで十分嬉しいというようなコメ

ントをしております。

また、東京ではもう既に決めましたね。都立の小中校設置を始

めていますが、その前段階として、やっぱり港区がアンケートを

行いました、小学５年生から中学３年生で。やっぱり学校生活で

困ったのは、生理用品がなくて困ったという子供が17パーセント、

2400人のうちの408人いたと。理由は、「持参するのを忘れた」

が95パーセント。「家庭で購入や準備ができなかった」が５パー

セント。その教育委員会の担当者は、予想以上に多かったと。経

済的理由で手に入らないのかと注視していたが、生理が急に来た

り、ナプキンが足りなくて困ったりと、子供たちが安心して学校

生活を送ることができないことに繋がるという意味で課題がある

と思った。このような子供がどれほどの割合でいるのかが見えて

いなかったので、調査をやって良かったと、その担当者は話して

おります。

また、ＮＨＫも独自で、山口県の山口市にアンケートをしまし

た。それは回答者が1060名なんですが、「無かった、足りなかっ

た、買えなかった」が27％。設置するとしたらどこが良いかでは、

個室、トイレですね。保健室は１パーセント。どちらでもいいと

いうのが９パーセント。個室は87パーセント。その回答に、白石

という中学校ですけど、校長さんは、保健室はいろいろな情報が

集まるところで、困った子供の窓口になっていると思っていたん

ですが、そうではないという子がいることは意外であった。困っ

たら保健室と言っているが、行こうとしても行けない子がいるこ

とに気づかされたと言っています。

というようなことで、この問題は生理の貧困ということではな

くて、やはり生理用品はトイレットペーパーと同じだと、そのよ

うな立場に立って行政もやってもらいたい。本当に安心して学校

に行きたい、学校に行っても安心できないということでは、勉強
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にも身が入らないと私は思います。森町でもしそれをやるとすれ

ば、北海道根室町が今やっているんですけど、世帯、人口が全く

森町と一緒です。人口1万8094人、世帯は少し多いですが8027戸

で、必要枚数が2200枚と推定しているらしいです。年間2万8000

円で用意できると。それを考えると、森町では3万円あればでき

るのではないかというよう思います。内閣府の調査をしても、か

なり増えてきています。だいたい今1700ですか、自治体。今581

自治体、全体の32パーセントとなっているので、この22年の６月

時点では、更に増加しているんではないかと、この設置を進めて

いる自治体が増えているんではないかなと思っています。

ですので、まず今教育長の答弁の中に調査をして、結果から実

現をさせたいと、はっきり言ってもらえると非常に嬉しいわけで

すが、多分子供たちはそういったアンケートにはしっかり応えて

くれると思いますので、その辺、結果によってやりましょうと言

っていただけるとありがたいのですが、どうでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）教育長、比奈地敏彦君。

教 育 長 （ 比奈地敏彦 君 ）再度、西田議員のご質問に答えます。

先ほど答弁の中でお話させていただきましたけども、この取組

等については、西田議員が持っている資料がどういうものかわか

りませんけども、県内の中においては、ある程度先進的な取組に

なると思います。私たちも試験的という言葉を使っていますけど

も、先ほどの答弁の中で申しましたように、いろんな社会の動き、

世界の動きと言うですかね、貧困の問題を踏まえて、そういう大

事だなということの意識は重々感じておりますので、まずは本年

度、まず中学校に設置をして、それぞれの意見を聞きながら、「う

ん、やはりそうだよね」というような声が、子供たち、保護者、

担任から上がってきた場合については、更に積極的に考えていき

たいと、そのように思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）ここで、しばらく休憩をします。

（ 午後 ２時１３分 ～ 午後 ２時２３分 休憩 ）
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議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）休憩前に引き続き会議を開きます。

続いて、１番、増田恭子君。

登壇願います。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）１番、増田恭子です。

通告書に従いまして、二問質問をさせていただきます。

まず、訂正をお願いしたいんですけれども、質問事項の（１）

文化財保存活用地区計画についてとなっておりますが、こちらを

文化財保存活用地域計画に変更をしていただきたいと思います。

それでは、（１）文化財保存活用地域計画について。

平成31年４月に施行された改正文化財保護法において創設され

た文化財保存活用計画では、現状、地域の貴重な文化財の維持が

難しくなっていることなどを踏まえ、自治体に対して地域ぐるみ

で文化財を保存活用するための今後の方向性や、取り組むべき事

項の内容とした基本的なアクションプラン制度の策定を促しまし

た。これを受けて、静岡県は令和２年３月に県文化財保存活用大

綱を制定し、市町に大綱を踏まえた地域計画の策定を促しました。

そこで、次の点についてお伺いいたします。

① 森町では、文化財保存活用地域計画の策定に取り組んでい

るのか。

② 文化庁の指針の中に、地域計画策定の際は協議会を設置し

て、多様な意見を踏まえることが望ましいとあるが、協議会の設

置や策定までのスケジュールをどのように考えているか。

③ ふじのくに文化財保存活用推進団体の認定取得団体が、森

町には何団体あるのか。

（２）旧藤江勝太郎邸について。

遠州の小京都リノベーション推進計画のモデルケースとしてい

くと聞いていますが、現在の進捗を具体的に伺います。よろしく

お願いいたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）教育長、比奈地敏彦君。

教 育 長 （ 比奈地敏彦 君 ）増田議員のご質問にお答えいたします。
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初めに、「文化財保存活用地域計画について」のご質問に、私、

教育長から申し上げます。

一点目の「森町では、文化財保存活用地域計画の策定に取り組

んでいるか」について申し上げます。

「文化財保存活用地域計画」は、議員ご案内のとおり文化財保

護法の改正により、歴史文化基本構想を発展させ、法律上の位置

づけを明確にした計画で、今回の法改正により、町における文化

財の保存活用に関する基本的な方針を定めると共に、未指定の文

化財についても、町が大切だと思うものを町の基準で総合的に拾

い上げて「文化財保存活用地域計画」を作成し、法的根拠に基づ

いて守り伝えていくことができるようになったものであり、町と

いたしましても取り組むべき大切な計画であると考えておりま

す。

このため、町では文化財保存活用地域計画の策定に向けて、以

前から県担当者と打合せをしており、その中で令和５年度に計画

案を策定し、令和６年度中に文化庁の認定を受ける予定でおりま

す。今年度はその事前準備として、地域計画に盛り込むよう町内

にある指定・未指定の文化財を拾い上げる作業を行ってまいりま

す。

二点目の「文化庁の指針の中に、『地域計画策定の際は、協議

会を設置して、多様な意見を踏まえることが望ましい。』とある

が、協議会の設置や策定までのスケジュールをどのように考えて

いるか」について申し上げます。

まず、文化財保存活用地域計画の策定につきましては、文化庁

の指針に沿って進めていく考えから、協議会を設置していく予定

であります。協議会の構成につきましては、文化財保護法第183

条の９に「協議会は、次に掲げる者をもって構成する」とし、関

係町の職員、関係県職員、文化財保存活用支援団体、文化財所有

者、学識経験者、商工関係団体、観光関係の団体、その他町の教

育委員会が必要と認める者と規定されておりますので、規定に基
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づきそれぞれの該当する方々に依頼をする予定です。

策定スケジュールにつきましては、一点目で申し上げましたよ

うに、令和６年に文化庁の認定を受ける予定で作業を進めており

ます。具体的には、本年度はすでに県との協議を始めており、本

年度末には文化庁との協議、町の文化財保護審議会や教育委員会

等への計画策定の概要説明を行います。令和５年度には策定協議

会を設置し、計画の内容の検討や文化庁との協議のほか、パプリ

ックコメント等を実施して計画を策定し、町の文化財保護審議会

や教育委員会等へ報告を行います。その後、令和６年度に文化庁

へ認定申請をする予定でございます。

三点目の「ふじのくに文化財保存・活用推進団体の認定取得団

体が森町に何団体あるか」について申し上げます。

現在、町内には「ふじのくに文化財保存・活用推進団体」とし

て、４団体が認定されております。具体的には、「遠江国一宮小

國神社古式舞楽保存会」、「天宮神社十二段舞楽保存会」、「山名

神社天王祭舞楽保存会」、「小國神社田遊び神事保存会」でござ

います。

この制度は、過疎化・少子高齢化の中、地域の文化財を将来に

継承するうえで、地域ぐるみ、社会総がかりによる文化財の保存

活用が求められていることから、静岡県が「ふじのくに文化財保

存・活用推進団体」として認定することで、各地域の団体の更な

る取組の活性化を図るものであります。認定の対象は、文化財の

保存・活用に関する取組に優れ、かつ今後の取組の明確なビジョ

ンを持ち、他の模範となる団体で、応募資格は、県内で３年以上

の活動をし、会則等を有し、代表者や構成員の名簿を有し、活動

対象に地域の指定文化財（国、県、町）、また登録文化財を含ん

でいることです。令和２年度から始まったこの制度は、団体自ら

地元教育委員会を経由して県へ申請するもので、認定取得した４

団体は令和３年度に申請を行い、認定されました。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。
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町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）次に、「旧藤江勝太郎邸について、遠州

の小京都リノベーション推進計画のモデルケースとしていくと聞

いているが、現在の進捗を具体的に伺う。」についてお答えいた

します。

議員ご案内のとおり、遠州の小京都リノベーション推進計画の

策定に関しましては、令和３年９月議会の令和３年度一般会計補

正予算（第６号）において、7,000千円の債務負担行為補正をお

認めいただき、令和３年度、令和４年度の２年度にわたり、計画

策定業務を進めているところでございます。

計画の内容につきましては、町中心部の歴史的文化的建築物、

旧児童館・旧静岡銀行森町支店跡地、天竜浜名湖鉄道遠州森駅前、

旧周智高等学校跡地、旧さざんか荘跡地、そして庵山公園の今後

の利活用方針について明文化するものであり、現在、玉野総合コ

ンサルタント株式会社に計画策定業務を委託し、計画内容につい

て検討を進めているところでございます。

この「遠州の小京都リノベーション推進計画」における歴史的

文化的建築物の利活用方針については、建築物の立地条件や建築

物そのものがもつ建築意匠等の価値、建築物がもつ謂われや歴史

等の価値を考慮し、活用方法を検討していくべきものと考えてお

ります。こうしたことを踏まえ、飲食店や宿泊施設等商業的利活

用や文化財的な保存利用のほか、サテライトオフィスやコワーキ

ングスペース、起業・創業等のチャレンジショップ、そして地域

住民のコミュニティ施設など、様々な利活用方法が考えられ、そ

の中で最適なものを選択していくことが望ましいのではないかと

いうことで計画策定を進めているところでございます。

議員ご質問の旧藤江勝太郎邸につきましては、令和３年４月に

所有者が取り壊す手続を進めていることが判明し、森町茶業の発

展や烏龍茶事業の功績の歴史といった背景があることから、「遠

州の小京都森町」を体現する町の大切な資源、そして財産である

と考え、町が購入する方向で検討を進め、令和３年９月議会の令
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和３年度一般会計補正予算（第６号）において、当該建物及び隣

接地を含む土地取得費等について、予算をお認めいただいたもの

でございます。

旧藤江勝太郎邸及びその土地の取得につきましては、所有者２

名と交渉を進める中、所有者より「町が活用するなら、無償で譲

渡いたします。」という申出がございましたので、建物及び建物

が建っている土地につきましては、ご寄付をいただきましたので、

この場をお借りして、ご報告を申し上げます。

所有者から町への所有権移転につきましては、土地の分筆によ

る面積の確定、建物未登記部分の登記等、さまざまな手続が必要

であり、所有者１名が県外にお住まいであり、新型コロナウイル

ス感染拡大の影響により直接のやりとりが出来ない中、郵送によ

る手続等を進めてまいりました。詳しい経緯につきましては、令

和４年２月25日付けで土地に係る無償譲渡契約の締結、そして令

和４年３月30日付けで建物に係る無償譲渡契約を締結し、令和４

年４月21日に所有者から町への所有権移転登記が完了いたしまし

た。

今後の活用方針でございますが、町として最適な利活用方法を

検討するとともに、古民家等の利活用実績のある事業者等から提

案をいただきながら、事業を進めてまいりたいと考えております。

いずれにいたしましても、旧藤江勝太郎邸の利活用に関しまし

ては、遠州の小京都リノベーション推進計画において、町が進め

る「歴史的文化的建築物の利活用」の端緒となるものであり、歴

史的文化的建築物の利活用につきましては、１つの建物で終わる

ものではなく、エリアとして推進していくことが望ましいと考え

ております。

こうしたことから、旧藤江勝太郎邸の利活用については、今後

の民間事業者の事業進出や他の歴史的文化的建築物の所有者との

事業展開の交渉、そして地元住民への理解を深めるためのモデル

ケースとなるよう、改修を含めた事業を進めてまいりたいと考え
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ております。

以上、申し上げまして答弁といたします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）ありがとうございます。再質問をさせて

いただきます。

まず、（１）文化財保存活用地域計画についてのところでござ

います。これに私がこのことは森町では計画策定がどうなってい

るのかなというのを気になったのが、それこそ静岡新聞の令和４

年５月24日の社説のところに文化財の保存活用ということで、市

町の対応が問われるという社説を読んだことから、このことを調

べてみようと思いました。この中でも先ほど教育長が答弁いただ

いたように、今、策定の途中で令和６年度にということで、森町

はそこを目標に文化庁へ申請ということだというように、先ほど

答弁の中で教えていただきましたが、私もこの中で「大綱策定か

ら２年が経過したが、県からバトンを渡された市町の動きが鈍い」

ということで、まず2021年７月に浜松、磐田の両市が国の認定を

受けた。22年度の申請予定が４市で、23年から25年度は９市町に

留まるということだったので、じゃあ森町はどこに当てはまるの

かなということで県に問い合わせて聞いてみたところ、先ほど教

育長に答弁いただいたように、令和６年を目標ということで聞い

ていますということで回答をいただいております。

質問なんですけれども、まず今スライドで見ていただいてるも

のが、静岡県文化財保存活用大綱というところの表紙になります。

このことはもちろんご承知のうえでの話になるとは思います。私

がちょっと気になったところなんですけれども、こちらが広報も

りまち平成31年３月号になります。この中で先日私も会員になら

せていただいています「森町歴史伝統文化保存会」ということの

発足という記事の特集が載っておりました。この中で、多分この

文化財保護法の改正に伴い、未指定の文化財を含めた保護、保存

活用への取組が今年４月からなので、平成31年４月から本格的に
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始まりますということで、町長もここに記事を載せられています。

多分この森町歴史伝統文化保存会を発足したというのを、他の市

町に先駆けてこの保存会を発足させたということだと思うんです

けれども、その後に先ほども言いましたように、他の市町が文化

庁への申請、認定、登録というようなそういう作業が進んだ中で、

こちらが令和６年度が目標というところまで時間がかかってしま

った背景にどんなことがあったのかなというのが気になりました

ので、まずはその辺を教えていただきたいと思います。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）松浦社会教育課長。

社会教育 （ 松 浦 博 君 ）社会教育課長です。ただ今の増田議員の

課 長 ご質問にお答えをします。

歴史伝統文化保存会が発足しまして、当然町の文化財指定、未

指定に関わらず保存していくということで始まったわけですけど

も、ただこの文化財保存活用地域計画につきましては、静岡県と

も相談する中で一応計画として６年度の認定ということで進んで

いましたので、特に遅れたというようには思っていないところで

ございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）町長、太田康雄君。

町 長 （ 太 田 康 雄 君 ）少し補足をさせていただきますと、森町

歴史伝統文化保存会の設立につきましては、先ほどご紹介があっ

たように平成31年３月に設立をしております。それから計画の策

定に間があるんじゃないかというご質問かと思いますけれども、

社会教育課長から答弁をいたしましたように、計画策定について

は、計画策定で予定どおり進めているところでございます。

この歴史伝統文化保存会については、計画策定をした後にさま

ざまな事業を進めていくうえで、その受け皿となる団体であると

いうように認識をしておりますが、発足をすれば、結成をすれば

すぐにそれでいいのかというとそうではなくて、やはり会として

これは町が組織したものではありませんので、独自の組織として

自立をしていく。そのためにある程度の年数が必要と考えて、平
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成30年度の設立になったというように考えております。それは当

時の担当者のそういう考えの基で、まずは歴史伝統文化保存会を

設立して活動開始していくということから手をつけていったもの

と認識をしております。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）それこそこの文化財保存活用地域計画の

中で、文化財保存活用支援団体というものに指定をできるという

ようなことがあると思います。これが森町であると、森町歴史伝

統文化保存会がこの役割を今後担っていくというような認識でよ

ろしいでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）松浦社会教育課長。

社会教育 （ 松 浦 博 君 ）社会教育課長です。ただ今の増田議員の

課 長 再質問にお答えをいたします。

森町歴史伝統文化保存会が当然そういった役割を果たすと思っ

ておりますし、また他の団体もそれに含まれてくると思っており

ます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）それこそまだ認定が令和６年ということ

なんですけれども、私去年一年議員をさせていただく中で、森町

がいろんな事業に取り組んでいく中で、遠州の小京都森町という

ものを中心に据えていろんな事業を考えているということを教え

ていただいています。

この文化財保存活用地域計画というものの認定を受けると、そ

のあとに各個別の保存活用計画の策定というものができるように

なるというように文化庁のホームページで見たんですけれども、

この辺ちょっと私も自分の中で整理がついていないものですか

ら、もしかしたら私の認識が間違っているのかもしれませんけれ

ども、こちらは保存活用計画というものは、例えば先ほど午前中

の川岸議員の一般質問の中にあった天方城址のこととか、例えば

歴史民俗資料館とか、城下でしたら城下学校とか、そういうとこ
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ろを個々に保存活用の計画を立てて、そのことによって国からの

助成をいただいたりと、そういうようなことだと私は理解をした

んですけれども、それでよろしかったでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）松浦社会教育課長。

社会教育 （ 松 浦 博 君 ）社会教育課長です。ただ今の増田議員の

課 長 ご質問にお答えをいたします。

地域計画の内容でございますけども、まずは基本的な方針があ

りまして、その中にその他に町が講じる措置の内容でありますと

か、文化財を把握するための調査に関する事項、計画期間である

とか、あと文化財保存活用の推進体制について等を定めていくこ

とになりますが、その中では個別の計画、例えばエリアを決めて

そこを推進していくといった計画も、当然計画の中には入ってく

るかと思います。どこをそういったものにしていくかというのは

今後の話になってくると思いますので、その中でまたそういった

ことになると思います。また、その推進のために、例えば国の補

助金を活用する。この計画を立てていると、補助金が優遇される

そのような部分も当然ありますので、利用ができたらいいと思っ

ているんですが、と言って補助金がその保存に関する予算的に十

分なお金が補助されるということは、多分どの補助金を見ても考

えられないところがございます。そういう中では、この計画がで

きて補助金を受けたらそれだけで保存が全部回っていくかという

と、そういうことばかりではないだろうなということも、ちょっ

と想像しております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）ありがとうございます。それこそ今課長

からも優遇措置が受けられるということで、全て補助金でそうい

うことの事業が賄えるというわけではありませんという、そうい

うお話だったと思います。でも、やはり何をしていくにも本当に

財源が必要になっていく中で、少しでも国からの補助が受けられ

るような仕組みを活用していただけたらなと思っています。
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それとなんですけれども、それこそ令和４年度の当初予算なん

ですが、文化財の保護・保存活用のための予算というところで、

令和４年度の当初予算の説明書の188・189ページのところの10款

６項４目、文化財保護費、補助金・交付金の中の、文化財活用事

業費等補助金709千円というのがございます。こちらは、どのよ

うなものに使われる。関係ないですか、分かりました。失礼いた

しました。では、こちらの一点目の方についての質問は終わらせ

ていただきます。

二点目に移らせていただきます。

（２）旧藤江勝太郎邸について。

遠州の小京都リノベーション推進計画のモデルケースとしてい

くということでというところの問いに、町長に答弁をいただきま

した。それこそ今町長の答弁の中で、４月21日にはもう旧藤江勝

太郎邸の権利の移譲が町にもう済んでいるということで教えてい

ただきました。私もこの中の質問として考えていたのが、寄附は

建物だけなのか。それとも、土地も含めてなのかということに関

しましても、先ほどの町長の答弁の中で土地も含めてということ

でお伺いいたしました。

もう一つ確認のためにお伺いしますが、藤江勝太郎邸のある土

地とは別に、隣の旧中泉屋さんのところを駐車場用地として土地

を取得するということだったと思います。こちらの取得ももう済

んでいるということでよろしいでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。増田議員の再質問にお答

えいたします。

隣の土地、中泉屋跡地ということで、これにつきましても、昨

年度の令和３年11月９日に登記が終わって取得済でございます。

以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）ありがとうございます。
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では、今写真を撮ってきてあるんですけれども、今このような

状況になっておりまして、この隣の土地、旧藤江勝太郎邸、どち

らももう町のものということになったということで教えていただ

きました。

それこそこの先の話になってしまうと思うんですけれども、私

もちょっとここに興味を持っているよという事業者さんがいらっ

しゃるということで聞いています。新聞にも結構この家のことは

取り上げられていますので、担当課さんにも何か問合せがあった

か、何件ぐらいそういう話があったのかというのが、もしありま

したら教えていただきたいと思います。お願いします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。藤江勝太郎家にかかる質

問でございます。

担当課、私が知っている限りは、具体的にこのように使いたい

とか、それこそ商売としてというのは具体的にはないですが、例

えばこういう活用をしたいとかというご相談なりなんていうのは

数件は聞いておりますけども、具体的にはちょっと今現時点では

承知はしていないです。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）ありがとうございます。こちらをリノベ

ーションをしていくということですけれども、リノベーションが

全て終わってから、ここを活用していただく事業者の選定をして

いくというようなスケジュールなんでしょうか。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）それこそこの藤江勝太郎家の活用につい

ては、今現在どのような用途で使っていくのが望ましいのかとい

った方向性について、今検討をしているところでございます。そ

の際に、それこそ静岡の例えば用宗を手がけた不動産屋でありま

すとか、あとは全国で古民家を活用したまちづくりの間に入って

いる専門の業者さんとか、あとは森町から東京に行かれている方
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の紹介で、そういうことをやっている会社にいる人にアドバイス

をいただいたりとか、あとは実際に進出する事業者として、お茶

や貨幣を取り扱っている会社にちょっとご相談したりとか、そう

いったところを今現在相談とか、あとはアドバイスとかというの

をいただいているところでございます。

要はそういったものを踏まえて、リノベーションの計画も横目

で見つつ、この藤江勝太郎家について、どういった機能を持たせ

る建物にするのかというのを一定程度定めたうえで、やはり設計

を組んでいかないといけないので、端的に言うと同時並行で進め

ていると。要はどういう用途で使うかというのが当然ある程度幅

はありますけど、この幅ならこういうことに使えるよというのが、

それはそれでまた出てきますので、その幅を見つつ、そういった

ことを検討したうえでないと、やっぱり元に戻っちゃったりとか、

やり直しというのができるだけないような形で、同時並行で検討

しつつ進めているというところでございます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）ありがとうございます。

じゃあ例えばなんですけれども、もう所有者が町になったとい

うことなので、町内会の皆さんがちょっと中を見てみたいとか、

あとはちょっと興味を持っていらっしゃる事業者の方が中を見て

みたいとか、説明をして欲しいというようなもしそういう要望が

あった場合は、町としては対応していただくことはできるのでし

ょうか、お伺いします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）それこそ町内会の方には、今後ご理解を

いただきながら進めていかなきゃいけないと思っていますので、

一人一人って訳にはいかないですが、まとまった形で、そういっ

た場合にはそういった形でご案内したいと思います。業者さんに

つきましても、平たく言うとどんな業者さんかというのも正直あ

るんですけども、そこを踏まえたうえで相談いただければと思い



- 77 -

ます。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）１番、増田恭子君。

１番議員 （ 増 田 恭 子 君 ）わかりました。ありがとうございます。

また、令和４年度の９月頃に方針が出るというような、ちょっ

と勘違いですかね、それは私のもしかして勘違いかもしれません

けれども、この藤江勝太郎邸についての歴史的文化的建築物利活

用改善設計業務委託料というのが令和４年度の当初予算で上がっ

ております。このことはいろんなことを、答弁をいただいたみた

いに決めていって、それでこの中で一応予算として8,000千円と

いうことで上がっておりましたので、令和４年度中にもし見通し

が立つようであれば、この先の他の計画にも、モデルケースとし

ての活用ということで繋がっていくのではないかなと考えます。

その辺りが今年度中に大枠がわかるのかどうかということを最後

にお聞きして、質問を終わらせていただきたいと思います。お願

いします。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）長野産業課長。

産業課長 （ 長 野 了 君 ）産業課長です。今後の予定、スケジュー

ルということでございます。

藤江勝太郎家の当初予算の設計業務委託については、リノベー

ション推進計画ができあがってからということではなく、当然そ

れを横目で見ながら、それができあがってからだと遅くなってし

まうので、そういうことを今先ほど申し上げたことを詰めながら、

その計画が出来上がる前には、一定程度の出来上がる中でも当然

計画の中に位置づけられるものではあるので、その方向性とかと

いうのが整理されてきます。それが整理されてきつつ、それと同

時並行でその業務委託設計を進めていって、令和４年度事業の設

計業務委託なので発注をして、令和４年度内には設計業務委託は

完了させたいと考えております。以上です。

議 長 （ 中 根 幸 男 君 ）以上で、本日の日程は、全部終了しまし

た。
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次回の議事日程の予定を報告します。

６月２７日午前９時３０分、本会議を開き、議案に対する討論

・採決を行います。

本日は、これで散会します。

（ 午後 ２時３７分 散会 ）


